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>年末年始休み 12月 29日 ～ 1月 5日

マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年

ネ
パ
ー
ル
行
事
報
告

■
計
画
の
経
緯

一
九
九
六
年
五
月
九
日
は
マ
ナ
ス
ル
登

頂
四
十
周
年
に
な
る
。
何
か
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
、
今
西
壽
雄
氏
は
前
か
ら
心

配
し
て
お
ら
れ
た
。
な
ぜ
五
十
周
年
で
な

く
四
十
周
年
な
の
か
？
　
第
二
次
マ
ナ
ス

ル
登
山
隊
の
平
均
年
齢
は
三
十
七
歳
、
こ

れ
に
四
十
年
を
加
え
る
と
七
十
七
歳
で
あ

り
、
す
で
に
六
名
の
方
が
物
故
。
五
十
周

年
で
は
遅
過
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
今
西
氏
も
、
四
十
周
年
の
こ
の
日

を
待
た
ず
、
昨
年
十

一
月
十
日
に
他
界
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

あ
る
日
、
今
西
壽
雄
氏
が
保
管
さ
れ
て

い
た
資
料
の
中
に
あ
っ
た

「Ｄｒ
西
堀
の
イ

松

田
雄

一

ン
ド

ｏ
ネ
パ
ー
ル
便
り
」
を
見
る
機
会
が

あ
り
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ｏバ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
ｏバ

ル
マ
氏
（以
下
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
と
す
る
）
が
、

マ
ナ
ス
ル
の
登
山
許
可
取
得
に
い
か
に
尽

力
さ
れ
た
か
を
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
四
月
十
八
日
に
開
催
の
評
議
員
会

で
本
会
の
名
誉
会
員
に
推
挙
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
こ
と
は
既
報
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
月
初
め
に
、
在
ネ
パ
ー
ル
の
吉
田
大

使
が

一
時
帰
国
さ
れ
、
今
年
十
月
二
日
に

カ
ト
マ
ン
ズ
で

「
日
太
‥
ネ
パ
ー
ル
国
交

樹
立
四
十
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
で
き
れ
ば
国
交

樹
立
に
ゆ
か
り
の
あ
る
日
本
山
岳
会
か
ら

も
記
念
式
典
に
出
席
し
て
ほ
し
い
」
旨
の

連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ

の
時
に
カ
ト
マ
ン
ズ
に
出
か
け
、
当
時
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
を
お
招
き
し
て
感
謝

の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
席
上
ク
リ
シ
ュ

ナ
氏
に
対
し
名
誉
会
員
章
を
贈

っ
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
八
月
二

日
に
常
務
理
事
会
を
開
い
て
ネ
パ
ー
ル
で

の
記
念
行
事
の
開
催
を
決
め
、
村
木
会
長

を
団
長
と
す
る
代
表
団
を
派
遣
す
る
こ
と

に
し
、
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
後
援
い
た

だ
い
た
毎
日
新
聞
社
に
趣
旨
を
説
明
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
行
事
も
後
援
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
十
月
四
日
の
展
覧
会
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
及
び
五
～
七
日
の
マ
ナ
ス

ル
ヘ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
計
画
を
具
体
的

に
決
め
、
隊
員
及
び
そ
の
関
係
者
に
参
加

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
二
十
名
を
超
え

る
方
々
か
ら
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

（編
者
注
＝
そ
の
後
大
使
館
主
催
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
都
合
に
よ
り
延
期
に
な

っ
た
）

■
カ
ト

マ
ン
ズ
で
の
記
念
行
事

日
本
か
ら
の
参
加
者
は
本
稿
末
尾
に
記

載
の
と
お
り
、
マ
ナ
ス
ル
隊
員
五
名
を
含

む
会
員
十
六
名
、
隊
員
家
族
五
名
そ
の
他

関
係
者
の
計
二
十
五
名
で
あ
る
。

九
月
二
十
九
日
、
現
地
で
の
準
備
の
た

め
、
松
田
、
宮
原
の
二
名
が
先
発
す
る
こ

と
に
な
り
、
本
隊
は
十
月
二
、
三
日
の
両

日
出
発
し
、
十
月
二
日
の
深
夜
全
員
が
カ

ト
マ
ン
ズ
に
集
合
し
た
。
十
月
四
日
に
は
、

日
本
大
使
公
邸
で
吉
田
大
使
招
待
に
よ
る

歓
迎
昼
食
会
に
村
木
会
長
以
下
十
名
が
出

席
、
他
は
展
覧
会
の
準
備
を
行

っ
た
。

◆
記
念
展
覧
会

記
念
展
覧
会
が
十
月
四
日
午
後
四
時
よ

リ
ホ
テ
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
い
て
ネ
パ
ー

ル

・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

（以
下
Ｎ
Ｎ
Ｒ

Ｃ
と
略
称
）
主
催
、
日
本
山
岳
会
、
毎
日

新
聞
社
の
協
力
で
開
催
さ
れ
た
。
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展
示
品
は
マ
ナ
ス
ル
登
頂
時
の
全
紙
大

の
写
真
三
十
枚
、
毎
日
新
聞
掲
載
紙

（以

上
は
毎
日
新
聞
社
提
供
）、
登
頂
記
念
金

メ
ダ
ル
、
勲
六
等
双
光
旭
日
章
、
東
京
都

名
誉
都
民
の
鍵
、
ア
ル
バ
ム

（以
上
ガ
ル

ツ
ェ
ン
氏
出
品
）、
ヒ
マ
ラ
ヤ
記
念
切
手

の
Ｆ
Ｄ
Ｃ
リ
ー
フ

（多
田
内
雄
佗
夢
、
早

川
元
久
氏
出
品
）、
日
ネ
友
好
関
係
の
記

念
写
真
、
お
よ
び
人
形
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏

の
著
書

（以
上
Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
出
品
）
等
々
。

定
刻
の
午
後
四
時
、
Ｓ

ｏ
Ｂ

ｏ
デ
ウ
バ

首
相
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
入
場
。
Ｎ

Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
理
事
イ
ン
デ
ィ
ラ

ｏ
ラ
ナ
女
史

の
司
会
に
よ
り
式
典
が
行
わ
れ
た
。
冒
頭

主
賓
の
デ
ウ
バ
首
相
よ
り
大
略
次
の
よ
う

な
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
「ネ
パ
ー
ル
と

日
本
と
の
外
交
関
係
が
結
ば
れ
る
以
前
、

す
で
に
両
国
の
間
に
は
美
し
く
温
か
な
関

係
が
始
ま
っ
て
い
た
。　
一
九
五
六
年
日
本

の
登
山
隊
が
マ
ナ
ス
ル
に
登
頂
し
た
日
は
、

ネ

ｏ
日
両
国
に
と
っ
て
誇
り
の
日
で
あ
る
。

ま
さ
に
そ
の
年
に
両
国
の
外
交
関
係
が
樹

立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
四
十
年
を
経
た
こ

の
機
会
に
、
こ
の
よ
う
な
催
し
が
企
画
さ

れ
、
ネ
パ
ー
ル
と
日
本
の
友
情
が
示
さ
れ

る
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
」

つ
い
で
Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
総
務
理
事
Ｒ
・Ｋ
・

パ
ン
デ
イ
教
授
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
。
Ｎ
Ｎ

Ｒ
Ｃ
の
創
設
者
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
か
ら
は

「
日
本
人
の
成
功
の
秘
密
を
ネ
パ
ー
ル
人

は
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
日
本

に
は
二
万
六
千
人
の
ネ
パ
ー
ル
人
が
い
る

の
に
、
彼
等
が
何

一
つ
学
ぼ
う
と
し
て
い

な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
」
旨
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
・
ス
ピ
ー
チ
が
述
べ
ら
れ
た
。
日
本

側
を
代
表
し
川
喜
田
二
郎
氏
が

「我
々
日

本
人
は
い
つ
ま
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
て
は
い
な
い
」
と
謝
意
を
述
べ
て
式
典

は
終
わ
り
、続
い
て
『
マ
ナ
ス
ル
に
立

つ
』

の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
た
。

◆
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

午
後
六
時
よ
リ
ホ
ー
ル
で
、
主
賓
に
九

十
二
歳
の
Ｍ

ｏ
Ｐ

ｏ
コ
イ
ラ
ラ
元
首
相

（
一
九
五
二
年
に
マ
ナ
ス
ル
登
山
許
可
を

出
し
て
く
れ
た
時
の
首
相
）
を
迎
え
、
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
毎
日
新
聞
社
ビ
ナ
ヤ

特
別
通
信
員
の
司
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
村
木
会
長
よ
り

「今
年
は
マ
ナ
ス

ル
に
登
頂
し
て
四
十
年
に
当
た
り
ま
す
。

最
初
の
入
国
、
登
山
許
可
の
取
得
に
つ
い

て
お
世
話
に
な
っ
た
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
を
本

会
の
名
誉
会
員
に
推
薦
し
、
当
時
の
ご
好

意
に
報
い
る
と
同
時
に
、
こ
の
登
山
を
通

じ
て
お
世
話
に
な
っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
皆
様

に
感
謝
の
意
を
表
し
、
さ
ら
に
将
来
も

一

層
の
友
好
と
親
善
を
は
か
り
た
い
」
旨
の

挨
拶
が
あ
り
、
つ
い
で
毎
日
新
聞
社
小
池

唯
夫
社
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
地
域
開
発
大
臣
の
カ

マ
ー
ル

・
タ
パ
氏
は

「ネ
パ
ー
ル
の
た
め

に
日
本
が
果
た
し
た
援
助
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う

な
友
情
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」、

駐
日
大
使
に
任
命
さ
れ
た
Ｋ

ｏ
Ｂ

・
マ
テ

マ
大
使
は

「任
務
を
通
じ
て
友
情
を
深
め

る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

授
章
式
に
移
り
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
に
対

し
、
村
木
会
長
よ
り
名
誉
会
員
章
並
び
に

記
念
の
楯
が
贈
ら
れ
、
毎
日
新
聞
社
か
ら

も

『富
士
山
の
額
』
が
贈
呈
さ
れ
た
。
つ

い
で
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
者
ガ
ル
ツ
ェ
ン
・

ノ
ル
ブ
氏
の
未
亡
人
ペ
ン
バ

●
リ
タ
さ
ん

及
び
遺
児
の
ラ
ク
パ

・
ノ
ル
ブ
氏
の
紹
介

が
あ
り
、
本
会
よ
り
感
謝
を
込
め
て
記
念

品
を
贈
呈
。
リ
エ
ゾ
ン
ｏ
オ
フ
ィ
サ
ー
と

し
て
参
加
さ
れ
た
サ
ガ
ー
ル
・プ
ラ
サ
ド
・

ゴ
ー
タ
ム
氏
に
も
同
様
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。マ
ナ
ス
ル
の
当
時
お
世
話
に
な

っ
た
ロ

ー
ク

ｏ
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
、
ス
シ
ュ
マ
・
小

俣

（旧
姓
シ
ャ
ハ
）
さ
ん
、
並
び
に
五
名

の
マ
ナ
ス
ル
隊
員
及
び
今
西
、
小
原
両
隊

員
夫
人
の
紹
介
が
あ
り
、
最
後
に
Ｍ
ｏＰ
ｏ

コ
イ
ラ
ラ
元
首
相
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
。

祝
宴
に
移
り
四
十
年
間
の
旧
交
を
温
め
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
の
ご

家
族
、
シ
ャ
ハ
家

一
族
、
タ
ク
ー
ル
元
駐

日
大
使
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
関
係
者
、
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
ホ
ー
リ
ー
女
史
ら
報
道
関
係
者
、

Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
関
係
者
、
ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会

（Ｎ
Ｍ
Ａ
）
、
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

・
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
関
係
者
、
在
留
邦
人
と
し
て
は
飯

田
吉
輝
公
使
を
は
じ
め
と
す
る
大
使
館
員
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
、
大
久
保
日
本
人
会
長

（三
井
物
産
）
な
ど
商
社

ｏ
駐
在
員
の

方
々
。
現
地
参
加
者
に
は
熊
谷
義
信
、
安

藤
久
男
、
大
河
原
汎
二

・
由
紀
子
夫
妻
、

大
阪
市
立
大
Ｏ
Ｂ
藤
本
勇
氏
夫
人
な
ど
が

お
り
、
約
百
三
十
名
の
盛
会
で
あ
っ
た
。

な
お
当
日
の
模
様
は
、
現
地
の
英
字
新

聞
二
紙
、
ネ
パ
ー
ル
語
の
日
刊
紙
三
紙
に

掲
載
さ
れ
た
。
池
田
常
道
氏
が
プ
レ
ス
・

リ
リ
ー
ス
用
に
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
ク

ロ
ニ
ク
ル
も
好
評
で
あ
っ
た
。

■
記
念
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

◆
サ
マ
ヘ
の
ヘ
リ

・
ツ
ア
ー

十
月
五
日
、
曇
り
。
ツ
ア
ー
参
加
希
望

者
十
七
名
は
、
ロ
シ
ア
製
大
型
ヘ
リ
で
サ

マ
ヘ
向
か
っ
た
が
、
天
候
不
良
の
た
め
途

中
で
引
き
返
し
た
の
で
、
午
後
は
バ
ス
で

カ
カ
ニ
ヘ
向
か
い
、
ラ
ニ
バ
ワ
ン
に
あ
る

西
堀
氏
ゆ
か
り
の
ボ
リ

・
ヴ
ィ
ラ
を
視
察

し
た
。
十
月
六
日
、
曇
り
後
快
晴
。
好
天
の
兆

し
あ
り
、
こ
の
日
は
予
定
ど
お
リ
ブ
リ
ガ

ン
ダ
キ
を
経
由
し
て
サ
マ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
本
来
な
ら
ば
こ

の
ヘ
リ
を
利
用
し
て
、
小
西
政
継
、
石
川

富
康
氏
ら
が
カ
ト
マ
ン
ズ
ヘ
戻
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
サ
マ
に
着
い
て
み

る
と
彼
ら
は
い
な
い
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
小
西
氏
が
九
月
二

十
日
、
プ
ラ
ト
ー
で
行
方
不
明
に
な
っ
た

こ
と
を
知
り
愕
然
と
す
る
。
そ
し
て
今
更

な
が
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
恐
ろ
し
さ
を
痛

感
し
た
が
、
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
か

っ
た
。

(2)



山 619-1996・ 12020(第二種郵便物認可 )

日
帰
り
組
の
今
西
、
小
原
両
フ
ァ
ミ

リ
ー
五
人
は
記
念
撮
影
後
、
乗

っ
て
き
た

ヘ
リ
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
り
、
残
り
の
十

二
名
は
付
近
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
午
後
、

サ
マ
の
村
や
マ
ナ
ス
ル
氷
河
末
端
の
Ｂ
Ｃ

付
近
を
散
策
。

十
月
七
日
、
快
晴
。
午
前
八
時
に
マ
ナ

ス
ル
遭
難
救
援
の
大
型
ヘ
リ
が
到
着
。
そ

名誉会員章を受け取るクリ
シュナ・ B・ バルマ氏 (10
月 4日 のレセプションで)

上/ト レッキング=サマに到着し、マナスルをバッ
クに記念撮影する一行 (10月 6日 )

下右/写真展をみるデウバ・ネパール首相。案内役
はビナヤ毎日新聞特別通信員 (10月 4日 )

ガルツェン氏未亡

人のペンバ・ リタ

さんと遺児のラク
パ・ノルブ氏

の

一
時
間
後
に
我
々
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た

エ
イ
シ
ア
ン
・
ヘ
リ
が
到
着
。
ラ
ル
キ
ヤ

越
え
の
西
、
中
谷
両
名
を
残
し
、　
一
行
は

カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
け
サ
マ
を
後
に
し
た
。

◆
ラ
ル
キ
ヤ
越
え
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

サ
マ
で
分
か
れ
た

一
行
は
、
八
日
に
サ

ム
ド
ウ
で
マ
ナ
ス
ル
を
越
え
る
ツ
ル
を
見

る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、
十
日
に
雪
の
ラ

ル
キ
ヤ
峠
を
越
え
、
ビ
ム
タ
コ
ー
チ
よ
り

マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
を
下
り
、
十
四
日
に

ベ
ッ
シ

・
サ
ハ
ー
ル
に
到
着
。
十
五
日
に

は
無
事
カ
ト
マ
ン
ズ
ヘ
帰
着
し
た
。

■
再
び
カ
ト

マ
ン
ズ

で

◆
王
宮
を
訪
問

十
月
七
日
夕
刻
、
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
の

侍
従
ナ
レ
ン
ド
ラ

・
Ｒ

・
パ
ン
デ
イ
氏
か

ら
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
を
通
じ
て
連
絡
を
受
け
、

国
王
に
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
得
た
。
村
木

会
長
、
山
田
、
松
田
、
今
西
夫
人
、
滑
志

田
の
五
名
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
同
道
の
上
、

王
宮
を
訪
れ
、
国
王
陛
下
に
親
し
く
拝
謁

し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆
Ｎ
Ｍ
Ａ
に
よ
る
歓
迎
会

四
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
ダ
ヮ
・
ノ

ル
ブ
会
長
な
ど
Ｎ
Ｍ
Ａ
幹
部
の
方
が
都
合

に
よ
り
出
席
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
我
々

の
帰
国
に
先
立
ち
八
日
の
夕
刻
、
マ
ル
ラ
ｏ

ホ
テ
ル
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
い
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、
全
員
が
招
待
を

受
け
た
。

こ
の
会
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
関
係
者
だ
け

の
楽
し
い
集
い
で
、
久
し
ぶ
り
に
多
く
の

シ
ェ
ル
パ
の
友
人
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

観
光
省
の
プ
ラ
チ
ャ
ン
ド
ラ

・
マ
ン
ｏ
シ

ン
観
光
局
長
や
ジ
ャ
ナ
ル
ダ
ン
・
ネ
パ
ー

ル
登
山
課
長
に
も
挨
拶
す
る
機
会
を
得
た
。

ま
た
Ｎ
Ｍ
Ａ
懸
案
の
山
岳
博
物
館
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
を
も

っ
て
実
り
多
か
っ
た

一
週
間

の
ネ
パ
ー
ル
の
旅
を
終
え
、
十
月
九
日
深

夜
Ｒ
Ｎ
Ａ
直
行
便
で
帰
国
の
途
に
着
い
た
。

■
あ
と
が
き

今
回
の
ネ
パ
ー
ル
の
旅
で
は
、
多
く
の

友
人
と
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
、
ネ

パ
ー
ル
の
方
に
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い

た
。
心
配
さ
れ
た
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
も
ほ
ぼ

予
定
ど
お
り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
な

っ
た
が
、
こ
の
行
事
に
参
加

し
て
終
始
裏
方
に
徹
し
尽
力
し
て
く
だ
さ

っ
た
太
田
、
吉
永
の
両
氏
並
び
に
現
地
に

お
け
る
す
べ
て
の
手
配
で
お
世
話
に
な
っ

た
宮
原
氏
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

［参
加
者
］
村
木
潤
次
郎
、
山
田
二
郎
、

川
喜
田
二
郎
、
徳
永
篤
司
、
松
田
雄

一
、

今
西
芳
子
、
小
原
晴
子

（以
上
隊
員
及
び

隊
員
夫
人
）
宮
原
魏
、
神
原
達
、
太
田
晃

介
、
吉
永
英
明
、
宗
賞
慶
子
、
西
孝
子
、

中
谷
絹
子
、
松
田
柳
子
、
安
藤
文
子
、
滑

志
田
隆

（以
上
会
員
）
今
西
邦
夫
、
中
村

敏
夫
、
辻
井
清
吾
、
小
原
岳
郎
、
赤
井
裕

子
、
赤
井
敬
子
、
坂
本
ス
ミ
子
、
ス
シ
ュ

マ
・
小
俣
、
以
上
二
十
五
名

（順
不
同
）
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平
成
八
年
度
全
国
支
部
懇
談
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「中
高
年
問
題
」を
中
心
に

東
海
支
部

十
月
五
、
六
日
、
東
海
支
部
の
主
管
に

よ
り
愛
知
県
の
奥
三
河

「山
び
こ
の
丘
」

一
帯
で
全
国
支
部
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

先
の
四
十
九
回
国
体
山
岳
競
技
の
主
会
場

で
も
あ
り
、
付
属
設
備
の
巨
大
な
人
工
登

攀
壁
ブ

ッ
ポ
ー
ウ
ォ
ー
ル
は
、
若
い
ク
ラ

イ
マ
ー
の
登
攀
意
欲
を
か
き
立
て
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「中
高
年
登
山
の
諸
問
題
」

午
後
二
時
か
ら
今
回
の
目
玉
の

一
つ
で

あ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
尾
上
昇
、
小
倉
董
子
、

長
坂
博
、
柳
沢
昭
夫
の
四
氏
。

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
橋
村

一
豊
、
司
会
は
鈴
木
常

夫
が
務
め
た
。
議
題
と
し
て
は
次
の
四
つ

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

●
中
高
年
初
心
者
の
指
導
に
つ
い
て

①
歩
行
の
安
定
の
た
め
に
岩
登
り
技
術
を

教
え
る
こ
と
に
つ
い
て
。
②
計
画
を
立
て

る
こ
と
の
指
導
に
つ
い
て
。
③
ル
ー
ト
フ

ア
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
力
を

つ
け
る
こ
と
に

つ
い
て
。
④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
は
。

●
指
導
の
普
及
に
つ
い
て

①
私
的
山
岳
会
な
ど
の
指
導
。
②
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
営
業
的
講
習
会
。

③
プ

ロ
ガ
イ
ド
の
講
習
会
。
④
常
設
的
継

続
的
な
登
山
教
室
を

一
般
に
向
け
て
開
設

す
る
案
。
⑤
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
の
啓

発
、
弊
害
な
ど
。

●
登
山
道
の
人
工
補
助
、
山
小
屋
に
つ
い

て①
人
工
的
補
助
、
山
小
屋
の
過
剰
に
つ
い

て
。
②
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と

ハ
イ
キ
ン
グ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
の
混
在
に
つ
い
て
。
③
登
山

コ
ー
ス
の
難
易
度
、
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
。
④
登
山
道
を
自
然
に
戻
し
、
山

小
屋
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
。

●
遭
難
救
助
対
策

①
入
山
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ル
ー
ル
は
必

要
か
。
②
救
助
を
ま
か
な
う
体
制
、人
材
、

費
用
に
つ
い
て
。

東
海
支
部
に
は
現
在
、
中
高
年
に
な

っ

て
か
ら
登
山
を
始
め
た
人
た
ち
の
組
織

ｏ

支
部
友
会
が
あ
り
、
約
二
百
人
が
在
籍
し

て
い
る
。
支
部
友
会
の
運
営
に
は
支
部
も

深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
支
部
員
、
支
部

友
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す

る
関
心
も
強
く
、
熱
心
に
聞
き
入

っ
た
。

一
般
登
山
路
で
岩
登
り
技
術
は
必
要
か

ど
う
か
。
歩
行
技
術
の
蓄
積
は
役
立
た
な

い
の
か
。
自
立
の
た
め
、
簡
単
な
山
行
か

ら
リ
ー
ダ
ー
を
体
験
す
る
こ
と
の
利
点
。

講
座
だ
け
で
知
識
と
技
能
は
身
に
つ
く
の

Ｐｎ″私
的
山
岳
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

指
導
は
可
能
か
。
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

受
講
後
の
受
け
皿
は
あ
る
の
か
。
プ
ロ
ガ

イ
ド
の
講
習
会
の
利
用
価
値
は
ど
う
か
。

公
的
登
山
教
室
は
開
設
可
能
か
。
文
登
研

の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
情
報
が
初
心
者
に
与
え
る

影
響
は
ど
う
か
。
指
導
標
は
必
要
か
。
山

小
屋
は
過
剰
か
。
し
尿
処
理
が
で
き
な
い

山
小
屋
は
閉
鎖
す
べ
き
か
。
稜
線
上
の
山

小
屋
は
必
要
か
。

捜
索
費
用
額
の
大
き
い
保
険
は
あ
る
の

か
。
単

一
の
山
岳
会
で
救
助
能
力
は
あ
る

の
か
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
制
度
の
導
入
は
で
き

る
の
か
。

以
上
の
論
点
で
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
問

題
提
起
あ
る
い
は
発
言
が
あ
り
、
定
刻
の

午
後
五
時
ま
で
討
議
さ
れ
た
。

詳
し
い
内
容
は
、
後
日
東
海
支
部
報
に

掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

■
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

一
方
、
会
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
今
ま
で

の
東
海
支
部
の
海
外
登
山
の
記
録
を
写
真

で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

な
か
で
も
、
二
年
が
か
り
で
継
続
中
の
環

太
平
洋

一
周
環
境
調
査
登
山
隊
の
活
躍
ぶ

り
を
紹
介
す
る
鈴
木
邦
則
会
員
の
力
作
に

よ
る
パ
ネ
ル
写
真
と
世
界
地
図
が
人
目
を

引
い
た
。

懇
親
会
は
ブ
ッ
ポ
ー
ウ
ォ
ー
ル
前
の
広

場
で
開
か
れ
た
。
定
刻
十
八
時
に
長
坂
実

行
委
員
長
の
開
会
の
辞
で
幕
が
開
き
、
宮

下
副
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
主
管
の
尾

上
東
海
支
部
長
が
歓
迎
の
辞
を
述
べ
た
。

北
海
道
か
ら
九
州
熊
本
ま
で
の
十
三
支
部

と
、
東
京
本
部
か
ら
は
貸
し
切
リ
バ
ス
を

仕
立
て
て
の
来
訪
、
参
加
総
数
百
四
十

一

名
の
岳
人
が
奥
三
河
に
集
合
し
た
。
東
海

支
部
員
で
も
あ
る
カ
ジ
タ
ッ
ク
ス
の
梶
田

社
長
よ
り
贈
ら
れ
た
四
斗
樽
を
、
越
後
、

岩
手
、
富
山
、
岐
阜
、
東
海
の
各
支
部
長

さ
ん
方
に
ご
協
力
を
願
い
、
ピ
ッ
ケ
ル
で

威
勢
よ
く
鏡
割
り
を
行
い
、
湯
浅
県
岳
連

(4)
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会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入

っ
た
。

幸
い
に
も
地
元
の
秋
祭
り
と
ジ
ョ
イ
ン

ト
で
き
、
頭
上
に
は
轟
音
と
と
も
に
打
ち

上
げ
花
火
が
炸
裂
し
、
歓
迎
ム
ー
ド
は

一

層
盛
り
上
が
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
会
場

中
央
に
用
意
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ャ

ー
の
点
火
式
を
行
う
。
本
部
の
中
川
理
事

を
は
じ
め
、
京
都
、
静
岡
、
福
井
の
各
副

支
部
長
さ
ん
と
、
支
部
の
長
老
方
に
も
ト

ー
チ
棒
を
持

っ
て
い
た
だ
い
た
。
続
い
て

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
今
夏
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
難

峰

・
ウ
ル
タ
ル
Ⅱ
峰
の
初
登
頂
に
見
事
成

功
し
た
当
支
部
の
松
岡
清
司
君
の
紹
介
と
、

来
春
、
東
海
支
部
が
総
力
を
挙
げ
て
派
遣

す
る
Ｋ
２
登
山
隊
員
の
紹
介
を
徳
島
隊
長

よ
り
行
い
、
激
励
の
声
援
と
拍
手
が
会
場

に
鳴
り
響
い
た
。

時
間
の
経
過
は
速
く
二
十
時
三
十
分
、

徳
島
副
支
部
長
の
閉
会
の
挨
拶
も
そ
こ
そ

こ
に
、
今
夕
の
も
う

一
つ
の
呼
び
も
の
、

手
筒

・
大
筒
花
火
の
打
ち
上
げ
場
へ
と
暗

闇
の
中
を
急
ぐ
。
男
衆
が
素
手
で
花
火
を

抱
き
か
か
え
て
打
ち
上
げ
る
勇
壮
な
手
筒

花
火
は
、
こ
こ
東
三
河
地
方
だ
け
に
今
も

残
る
伝
統
行
事
の

一
つ
で
、
初
め
て
目
に

す
る
方
々
を
驚
か
せ
た
。

以
上
で
こ
の
日
の
行
事
は
終
了
。
野
趣

あ
ふ
れ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
、
た
っ
ぷ
り

の
お
酒
は
、
十
分
に
参
加
者
の
胃
の
腑
を

満
足
さ
せ
た
と
思
う
。

■
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部

中
世
古
当
支
部
事
務
局
長
が
担
当
し
た

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
部
は
、
本
部
青
年
部
の

若
手
会
員

（Ｋ
２
登
山
隊
の
山
本
隊
長
ほ

か
十
余
名
）
と

一
部
女
性
も
加
わ
っ
て
の

若
手
ク
ラ
イ
マ
ー
が
中
心
で
、
第

一
日
目

は
人
工
登
攀
壁
ブ
ッ
ポ
ー
ウ
ォ
ー
ル
を
使

っ
て
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
終
わ
り
、

懇
親
会
の
開
宴
直
前
に
は
、
全
参
加
者
の

注
目
の
中
、
東
海
支
部
の
選
ば
れ
た
精
鋭

五
名
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
号

令
で

一
斉
に
壁
に
と
り
つ
き
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
見
事
全
員
完
登

し
、
満
場
の
拍
手
喝
釆
を
受
け
る

一
幕
も

あ
っ
た
。

翌
日
は
、
バ
ス
で
近
く
の
鳳
来
湖
畔
の

天
然
の
岩
場
に
行
き
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
で
汗
を
流
し
た
。
（参
加
三
十
名
）

■
記
念
山
行

・
明
神
山
、
鳳
来
寺
山

十
月
六
日
晴
。
Ａ
班

ｏ
明
神
山
は
横
田

リ
ー
ダ
ー
の
も
と
六
十
名
が
車
に
分
乗
し
、

八
時
に
出
発
す
る
。

登
山
口
に
は
広
い
駐
車
場
が
な
く
、
山

に
登
る
前
に
世
話
係
は
大
変
な
苦
労
を
し

た
よ
う
で
あ
る
。
や
せ
尾
根
の
登
降
は
鎖

場
あ
り
、
梯
子
あ
り
、
片
側
は
断
崖
絶
壁

と
、
景
色
に
見
と
れ
る
暇
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
て
奥
三
河
の
山
の
よ

さ
を
少
し
は
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
で
あ

ろ
う
か
。

一
方
、
Ｂ
班
の
鳳
来
寺
山
は
山
田
リ
ー

ダ
ー
の
案
内
で
、
各
支
部
の
長
老
方
と
女

性
の
参
加
で
二
十
五
名
が
表
参
道
の
千
四

百
二
十
五
段
の
石
段
登
り
か
ら
始
ま
っ
た
。

鳳
来
寺
本
堂
前
で
小
憩
の
後
、
奥
の
院
、

山
頂
三
角
点
と
順
調
に
登
り
、
天
狗
岩
の

展
望
台
で
昼
食
を
と
る
。
鷹
打
場
の
岩
峰

上
で
遠
く
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
眺
望
し
、

三
つ
目
の
東
照
宮
に
参
拝
し
て
、
往
路
の

石
段
を
談
笑
し
な
が
ら
下
り
、
記
念
山
行

を
無
事
終
了
し
た
。

（実
行
委
員
長

・
長
坂
　
博
）

♪
い
つ
か
あ
る
日

山
で
死
ん
だ
ら

古
い
山
の
友
よ

伝
え
て
く
れ

あ
れ
は
八
月

秋
に
も
う

一
度
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
行
き

六
千
米
に
挑
戦
し
て
来
る
と

追
悼
林
田
正
幹
さ
ん

―
山
の
友
よ
―
即
興
的
に

石
田
喜
ハ

電
話
回
で
逸

っ
て
い
た
友
。

♪
伝
え
て
く
れ

い
と
し
い
妻
に

お
れ
が
帰
ら
な
く
て
も

生
き
て
い
け
と

一
度
す

っ
か
り
山
を
止
め
て

ニ
ト

ロ
を
持

つ
身
に
な

っ
た
と

冗
談
ま
じ
り
に
言

っ
て
い
た
の
に

や

っ
ぱ
り
山
を
離
れ
ら
れ
な
か

っ
た
友
。

♪
息
子
た
ち
に

お
れ
の
踏
跡
が

ふ
る
さ
と
の
岩
山
に

残

っ
て
い
る
と

(5)
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わ
が
家
の
壁
の

元
日
の
穂
高
の
写
真
は

二
人
共
三
十
五
年
前
の

若
い
ま
ま
だ
。

♪
友
よ
山
に

小
さ
な
ケ
ル
ン
を

積
ん
で
墓
に
し
て
く
れ

ピ
ッ
ケ
ル
立
て
て

富
士
山
が
好
き
で

大
勢
の
人
を
連
れ
て
い
っ
た
友

自
然
へ
の
労
り
に
尽
く
し
た
友

み
ん
な
の
胸
に
ケ
ル
ン
は
建

っ
て
い
る
よ
。

♪
友
に
贈
る

お
れ
の
ハ
ン
マ
ー

ピ
ト
ン
の
歌
う
声
を

聞
か
せ
て
く
れ

い
つ
も
鷹
揚
な
口
調
で

山
の
楽
し
み
を
語
っ
て
い
た
の
に

果
然
晩
咲
き
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

山
の
向
う
迄
行

っ
て
し
ま
っ
た
友
よ
。

こ
れ
か
ら
は
親
し
い
仲
間
と

小
さ
な
山
へ
登
り

麓
の
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
し
よ
う
と

何
回
も
話
し
て
い
た
の
に
―

‐合
掌
。

一
九
九
六
年
十
月
九
日

ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
の
悲
報
に
接
し
て

若き

シェルパの

生と死

江本嘉伸

登
山
の
記
録
に
は
気
を
つ
か
っ
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
見
落
と
し
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
あ
る
。
最
近
も

「彼
は
、
こ
の
秋
雪
崩

で
帰
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
友
人
に

指
摘
さ
れ
、
絶
句
し
た
。

シ
ェ
ル
パ
の
ロ
ブ
サ
ン
・
ザ
ン
ブ
ー
の

こ
と
だ
。

国
際
会
議

の
裏
方

の
こ
と
を
近
年

「
シ
ェ
ル
パ
」
と
呼
ぶ
。
「共
同
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
作
成
の
た
め
に
シ
ェ
ル
パ
会
議
が
開
か

れ
…
…
」
と
い
っ
た
ふ
う
に
新
聞
に
登
場

す
る
。
補
佐
を
す
る
、
あ
る
じ
を
助
け
る
、

と
い
う
意
味
で

「
シ
ェ
ル
パ
」
と
い
う
呼

称
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
登
山
を
や
る

者
の
耳
に
違
和
感
が
あ
る
の
は
、
裏
方
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
高
級
官
僚
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
活

躍
し
て
い
る
ほ
ん
も
の
の
シ
ェ
ル
パ
の
ス

テ
イ
タ
ス
と
は
、
全
く
違
う
か
ら
だ
。

知
ら
れ
て
い
る
と
お
リ
シ
ェ
ル
パ
は
、

「
シ
ャ
ル

（チ
ベ

ッ
ト
語
で
、
東
の
意
）

パ

（人
）
」
か
ら
来
た
名
で
、
か

つ
て
ラ

サ
の
東
に
住
ん
で
い
た
チ
ベ
ッ
ト
人
が
中

世
初
期
に
エ
ベ
レ
ス
ト
周
辺
山
域
に
移
住

し
た
民
族
の
こ
と
を
さ
す
。
ソ
ロ
ｏ
ク
ン

ブ
ー
地
方
の
三
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所

に
住
ん
で
い
る
が
、
登
山
に
関
わ
り
は
じ

め
た
の
は
英
国
隊
が
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を

ね
ら
っ
て
活
動
を
は
じ
め
た

一
九
二
〇
年

代
以
降
の
こ
と
だ
。

以
後
、
シ
ェ
ル
パ
は
人
類
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
高
峰
へ
の
挑
戦
の
歴
史
で
、
は
か
り
し

れ
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
ス
テ
イ
タ
ス
は
、
本
質
的

に
は
低
い
ま
ま
だ
。
そ
れ
で
い
い
の
か
。

そ
う
自
問
す
る
シ
ェ
ル
パ
も
出
て
き
た
。

な
か
で
も
、
ロ
ブ
サ
ン
ｏ
ザ
ン
ブ
ー
は
最

近
、
注
目
さ
れ
る

一
人
だ
っ
た
。

二
十
五
歳
の
若
さ
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
四

回
無
酸
素
で
登
っ
て
い
る
ザ
ン
ブ
ー
は
、

「
シ
ェ
ル
パ
の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
」
積

極
的
に
登
る
新
た
な
タ
イ
プ
だ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
シ
ェ
ル
パ
に
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
野
心
家
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
。
エ
ベ
レ
ス
ト
に
も
無
酸
素
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
羽
毛
服
の
上
に
特
製
の

「空

手
着
」
を

つ
け
て
登

っ
た
り
、
「頂
上
で

の
ビ
バ
ー
ク
」
を
計
画
し
た
り
し
た
。

そ
の
ザ
ン
ブ
ー
が
九
月
二
十

一
日
、
エ

ベ
レ
ス
ト

・
ロ
ー
ツ
ェ
・
フ
ェ
ー
ス
を
日

本
の
若
手
を
代
表
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー
の

一

人
、
小
西
浩
文

（三
四
）
と
と
も
に
登

っ

て
い
て
雪
崩
に
や
ら
れ
た
。
小
西
自
身
は

一
五
メ
ー
ト
ル
下
に
い
て
難
を
逃
れ
た
。

二
人
は
ド
イ
ツ
の
国
際
公
募
登
山
隊
に
加

わ
っ
て
、
独
立
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
て

エ
ベ
レ
ス
ト
を
無
酸
素
、
速
攻
で
登
る
つ

も
り
だ
っ
た
。

ロ
ブ
サ
ン
・
ザ
ン
ブ
ー
は
、
難
波
康
子

ら
が
登
頂
後
、
遭
難
し
た
今
年
五
月
十
日
、

ス
コ
ッ
ト

ｏ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
隊
の
サ
ー
ダ

ー
と
し
て
四
度
目
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を

果
た
し
た
。
し
か
し
、先
頭
に
立

っ
て
ル
ー

ト
エ
作
を
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
最
後
尾
で
隊

の
中
で
知
名
度
が
高
く
注
目
さ
れ
て
い
た

女
性
を
引

っ
張
り
上
げ
る
こ
と
に
専
念
し

た
た
め
、
ロ
ブ

・
ホ
ー
ル
隊
の
ジ
ョ
ン
ｏ

ク
ラ
カ
ワ
ー
（登
頂
し
、
無
事
下
山
し
た
）

が
、
当
日
の
模
様
を
詳
細
に
報
告
し
た
記

事
の
中
で
批
判
し
た
。

先
々
月
号
の
こ
の
コ
ラ
ム

「
エ
ベ
レ
ス

ト
の
真
実
」
の
中
で
、
ク
ラ
カ
ワ
ー
の
こ

の
記
述
を
紹
介
し
、
ザ
ン
ブ
ー
に
つ
い
て

「多
額
の
ボ
ー
ナ
ス
を
期
待
し
て
、
と
推

測
さ
れ
た
」
と
、
筆
者
は
書
い
た
。
し
か

し
、
の
ち
に
ザ
ン
ブ
ー
が

「も

っ
と
も
弱

い
隊
員
を
助
け
た
だ
け
で
、
金
は
正
規
の

報
酬
以
外
全
く
受
け
取
っ
て
い
な
い
」
と

反
論
し
、
ク
ラ
カ
ワ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い

て
は
謝

っ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
ロ
ブ
サ
ン

・
ザ
ン
ブ
ー
の
名
誉
の
た
め
に
も
う

一
度

書
こ
う
、
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
彼
の
遭

難
を
知
り
、
絶
句
し
た
の
で
あ
る
。

ザ
ン
ブ
ー
は
、
昨
年
十

一
月
の
ゴ
ー
キ

ョ
で
の
日
本
人
ト
レ
ッ
カ
ー
雪
崩
遭
難
の

際
に
も
、
捜
索
活
動
に
献
身
的
な
活
躍
を

し
た
。
勇
敢
な
若
き
シ
ェ
ル
パ
の
死
を
悼
む
。

(6)
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コ
田
「
０
コ
司

岩
登
り
技
術
研
修
会

青
年
部

・
学
生
部

・
指
導
委
員
会

十
月
十
九
～
二
十
日
、
富
山
県
立
山
町

の
文
部
省
登
山
研
修
所
に
お
い
て
各
委
員

会
共
催
の
岩
登
り
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

文
部
省
登
山
研
修
所
の
講
師
を
こ
こ
十

年
ほ
ど
務
め
、
ま
た
指
導
委
員
会
委
員
を

七
年
間
務
め
て
き
た
私
が
、
指
導
委
員
会 ①

Ｏ

コ
田
「
０
コ
引

2登山隊の稲葉英樹会員ら

に い と 施 素 研 文
恵 ス 素 設 晴 修 部
ま 夕 晴 ・ ら 所 省
れ ツ ら 設 し は 登
て フ し 備 い

｀
山

く ス 国 だ 門 | う 員 と か 担
つ の 立 け の ツ わ も 会 そ ん 当
も 国 の で 研 種 が の 活 こ だ の
あ 立 登 す 修 目 国 で 動 に 方 理
リ ス 山

°
機 が に し に 関 針 事

ま キ 研 ま 関 あ お た い わ と と
せ 1修 た を る い °か つ は な
ん 登 所 世 持 中 て  し て ｀つ°
山 は 界 つで 約  て い 登 て
そ 学
｀
中 て
｀
四  い る 山 真

し 校 有 を い 国 百  き ス 研 つ
て を 名 見 る 家 種  た 夕 修 先
わ 含 な 渡 の が 類  い ツ所 に
が め フ し は そ の  ｀フ の 頭
国 て ラ て 登 の ス  と を 施 に
の い ン も 山 専 ポ  い 委 設 浮

Ｋ

お
り
、
登
山

るす

技
術
を
向
上

を朧

さ
せ
る
た
め

の

の
研
修
を
行

術
　
　
・ｒ

技

う
場
と
し

て

保

　

‐

確‘
は
、
こ
こ
以

上
の
場
は
な

い
と
も
断
言
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

私
が
指
導
委
員
会
担
当
理
事
に
な
っ
て
以

来
、
主
催
す
る
研
修
会
は
す
べ
て
本
会
会

員
で
登
山
研
修
所
主
任
講
師
の
山
本

一
夫

氏
の
実
技
指
導
と
、
同
じ
く
本
会
会
員
で

登
山
研
修
所
専
門
員
の
柳
沢
昭
夫
氏
の
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行

っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
初
め
て
お
二
人
の
指
導
と
あ

わ
せ
て
研
修
所
の
施
設
を
使
用
し
て
の
実

技
研
修
会
開
催
と
な
っ
た
の
で
す
。

今
回
は
岩
登
り
に
お
け
る
確
保
技
術
の

研
修
会
で
す
。
確
保
に
お
い
て
基
本
と
な

る
物
理
学
的
理
論
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
万

有
引
力
の
法
則
を
発
見
し
て
か
ら
不
変
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
実
際
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
場
で
発
揮
す
る
技
術

・
方
法
に
つ
い

て
は
試
行
錯
誤
や
新
し
い
用
具
の
開
発
に

よ
り
日
々
進
歩
し
て
い
く
も
の
で
す
。

と
く
に
大
自
然
の
中
で
行
う
ア
ル
パ
イ

ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
墜
落
の

際
の
衝
撃
荷
重
を
よ
り
少
な
く
す
る
た
め

に
制
動
確
保
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す

が
、　
一
方
で
は
墜
落
距
離
を
よ
り
短
く
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
相
反
す
る

二
つ
の
行
為
を
、
最
良
の
バ
ラ
ン
ス
で
同

時
に
、
し
か
も
瞬
時
に
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
そ
の
二
つ
の
要
素
に
直
接

か
か
わ
る
落
下
係
数

（垂
直
落
下
距
離
／

繰
り
出
さ
れ
た
ロ
ー
プ
の
長
さ
）
が
最
小

と
な
る
よ
う
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
ビ
レ
イ
を

と
っ
て
い
く
と
い
う
技
術
、
い
わ
ゆ
る
『ト

ー
タ
ル
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
』
を

構
築
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

実
際
に
本
番
の
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
の
墜
落
を
確
保

技
術
に
よ

っ
て
止
め
る
と
い
う
経
験
は

め
っ
た
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
登
山
研
修
所
に
は
ウ
イ
ン
チ
で
吊

り
上
げ
ら
れ
た
重
さ
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

タ
イ
ヤ
を
様
々
な
落
下
係
数
の
状
態
で
自

由
落
下
さ
せ
、
そ
れ
を
各
々
の
確
保
技
術

に
よ
っ
て
停
止
さ
せ
た
際
の
衝
撃
荷
重
お

よ
び
反
応
時
間
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に

よ
っ
て
計
測
で
き
る
設
備
が
あ
り
ま
す
。

研
修
生
は
基
本
的
な
技
術
理
論
の
講
義
を

受
け
た
あ
と
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
こ
の

施
設
を
用
い
た
訓
練
を
み
っ
ち
り
と
受
け

ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
二
日
続
き
の
雨
も
、
研
修

生
の
士
気
を
萎
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
全

国
か
ら
集
ま

っ
た
大
学
山
岳
部
現
役
部
員

十
三
名
を
含
む
参
加
者
二
十
名
は
、
参
加

費
用
と
か
け
た
手
間
を
遥
か
に
上
回
る
大

き
な
お
土
産
を
持

っ
て
帰
っ
て
く
れ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
　

（熊
崎
和
宏
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン総

務
委
員
会

十
月
二
十
六
日
、
当
会
ル
ー
ム
に
お
い

て
、
本
年
度
上
期
新
入
会
員
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
二
十
七
名
参
加
の
も
と

(7)
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開
催
さ
れ
た
。
対
象
は
百
三
十
四
名

（会

員
番
号

一
二

一
九
四
～

一
二
三
二
九
）
だ

っ
た
。
中
川
武
常
務
理
事
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

村
木
潤
次
郎
会
長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
と
し

て

「当
会
は
積
極
的
に
参
加
し
て
こ
そ
楽

し
く
有
意
義
に
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
」
と
述

べ
ら
れ
た
。
特
別
講
演
は
松
田
雄

一
評
議

員
が

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
る
ツ
ル
」
と
題

し
て
、
ツ
ル
の
神
秘
的
な
生
態
を
ス
ラ
イ

ド
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
た
。
そ
の
他
、

日
本
山
岳
会
の
組
織
、
図
書
室
の
利
用
方

法
、
同
好
会
な
ど
の
案
内
が
な
さ
れ
た
。

会
員
の
自
己
紹
介
と
意
見
交
換
で
は
、
入

会
の
動
機
、
今
後
の
抱
負
な
ど
が
語
ら
れ

た
。そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
村
木
会
長
を
交

え
、
さ
ら
に

一
歩
進
ん
だ
交
流
が
な
さ
れ

た
。
新
入
会
員
は
同
期
会
で
の
再
会
を
約

束
し
て
お
開
き
と
な

っ
た
。
（高
原
三
平
）

上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

自
然
保
護
委
員
会

「山
の
自
然
学
研
究
会
」
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

活
動
三
年
目
の
今
年
は
、
失
敗
も

含
め
て
多
彩
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
は
十
八
名
。
内
容
と
し
て
は
、

簡
単
な
説
明
か
ら
丸

一
日
の
案
内

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
延
べ
に

し
て
二
千
人
以
上
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
た
だ
会
員
の
利
用
は
あ
ま
り
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
は
、
自
分

の
登
山
計
画
に
よ
り
、
山
研
を
中

継
地
点
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
の
活
動
が
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の

方
向
か
、　
一
般
客
へ
の
啓
蒙
活
動

に
な
っ
て
い
く
の
か
わ
か
り
ま
せ

ルームの前に勢揃いした平成 8年度上期の新入会員

「山の自然を語る夕べ」実施内容
(1996年 8月 )

ん
が
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
よ
い
と
思
っ
た
人
の
み
が

答
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
評
価
が
よ

い
か
ら
と
い
っ
て
満
足
す
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
希
望
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
お
分
け
し
ま
す
。

今
回
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
「山
の

自
然
を
語
る
夕
べ
の
会
」
と
名
付
け
た
談

話
会

（
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
講
演
会
）
を
企

画
し
ま
し
た
。
初
め
は
山
研
だ
け
で
の
開

催
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
足

を
運
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
か
不
安
で
も

あ
り
、
Ｐ
Ｒ
の
問
題
も
気
掛
か
り
で
し
た
。

温
泉
ホ
テ
ル
の
青
柳
専
務
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
即
決
で
ロ
ビ
ー
を
開
放
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
な
り
、
山
研
と
温
泉
ホ
テ
ル
で

交
互
に
二
十
回
、
十
九
時
三
十
分
～
二
十

一
時
ま
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
も
上
高
地
中
の
ホ
テ
ル
が
協
力
し
て

く
だ
さ
り
、
こ
の
企
画
は
成
功
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

談
話
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
実
施
内
容
、

演
者
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。
（大
森
弘

一
郎
）

(8)

回 日 会 場 ア  ー  マ 演 者

3日 温泉ホテル 上高地はなぜ美しいのか 古田 寛昭
4日 温泉ホテル 上高地の自然の楽しみ方 駒場さくら

6日 温泉ホテル 上高地の植物の声が聞こえますか ? 若林 和司
8日 山研 北アルプスの岩の不思議 那須野 功
9日 温泉ホテル 上高地からタイムスリップすると 小野 有五
10日
´
温泉ホテル 生物の多様性について 古田 寛昭

12日 温泉ホテル 氷河期の北アルプス 大森弘一郎

13日 山研 自然の多様性 西村智磨子

14日 温泉ホテル ヨセミテより美しい上高地 大森弘一郎

10 16日 山研 竹と笹のものがたり 井上 希夫
11 18日 温泉ホテル 焼岳をわすれないで ! 畑中 耕一
12 20日 温泉ホテル 美しい上高地をいつまでも 古田 寛昭
13 22日 温泉ホテル 鹿島槍と上高地の自然保護 菊川 忠雄
14 23日 山研 ライ鳥ものがたり 埴埼  滋
15 25日 山研 北アルプス今昔 小宮山和也

16 26日 温泉ホテル 自然保護との共生 木内  護
17 27日 山研 蝶ヶ岳から北アを考える 関   清

18 29日 山研 上高地の植生観察 白木 幹司
19 30日 温泉ホテル 自然にとけこみ調和するには 末松日出雄

20 31日 温泉ホテル 上高地とヨセミテの有害動物 秦  和寿



山 619-1996012020(第二種郵便物認可 )

上
高
地

・
第
三
回
懇
親
山
行

十
月
十
二
日
夕
方
、
全
国
か
ら
十

一
名

の
有
志
が
三
々
五
々
、
山
研
に
集
合
し
ま

し
た
。
手
作
り
の
鍋
料
理
を
囲
み
な
が
ら
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
各
人
の
近
況
報

告
や
会
の
在
り
方
な
ど
に
話
が
弾
み
、
時

間
の
た
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

翌
十
三
日
は
案
じ
ら
れ
た
天
候
に
思
い

の
ほ
か
恵
ま
れ
、
記
念
撮
影
の
後
、
次
回

の
再
会
を
期
し
つ
つ
、全
山
紅
葉
の
焼
岳
・

乗
鞍
、
あ
る
い
は
上
高
地
散
策
グ
ル
ー
プ

に
と
分
か
れ
、
思
い
思
い
に
中
秋
の

一
日

を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
次
年
度
の
幹
事
は
従
前
か
ら
の
田

上
、
高
橋
両
会
員
に
加
え
、
召
田
、
坪
山
、

藤
井
、
大
貫
の
各
会
員
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
後
日
詳
細
な
活
動

案
を

『山
』
な
ど
を
通
し
て
提
示
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（萩
田
　
賓
）

笠
取
山
―
雁
坂
峠

十
月
十
二
日
、
高
尾
発
甲
府
行
き
電
車

で
塩
山
へ
向
か
う
。
降
水
率
五
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
予
報
が
当
た
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
。
新
地
平
で
バ
ス
を
下
車
、
雁
峠

へ
と
向
か
う
。
左
右
の
樹
木
の
紅
葉
が
、

上
へ
登
る
ほ
ど
に
美
し
さ
を
増
し
て
く
る
。

心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
、
二
時
過
ぎ
雁

峠
に
着
く
。
ス
ス
キ
の
穂
が
茂
る
草
原
で

あ
る
。
荷
物
を
置
い
て
、
笠
取
山
へ
の
急

な
登
り
を
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
進
む
。
雲
が
出

て
頂
上
の
眺
望
は
な
い
。
下
っ
て
東
京
都

の
水
源
で
あ
る
水
干
（み
ず
ひ
）神
社
を
お

参
り
し
、
笠
取
小
屋
十
六
時
四
十
分
着
。

夕
食
が
始
ま
っ
て
宴
酷
の
と
き
、
屋
根

を
た
た
き
つ
け
る
よ
う
な
雨
に
な
っ
た
。

私
た
ち
は
雨
に
遭
わ
ず
に
小
屋
に
泊
ま
れ

て
幸
い
で
あ
っ
た
。

翌
十
三
日
、
小
屋
の
前
方
に
大
菩
薩
の

大
き
な
山
容
が
姿
を
見
せ
る
。
今
日
は
天

気
に
恵
ま
れ
そ
う
だ
。
朝
食
の
の
ち
、
雁

峠
よ
り
古
礼
山
、
水
晶
山
へ
登
る
。
先
月

の
台
風
の
爪
痕
か
倒
木
が
多
く
歩
き
ず
ら

い
。
で
も
乾
徳
山
、
黒
金
山
、
国
師
岳
と

そ
の
稜
線
を
左
手
に
見
な
が
ら
進
む
。

十

一
時
雁
坂
峠
着
。
ま
あ
ま
あ
の
ペ
ー

ス
で
歩
い
て
き
た
。
昼
食
後
ナ
メ
ラ
沢
を

経
て
久
渡
沢
の
広
瀬
へ
と
下
る
。
ち
な
み

に
雁
坂
峠
は
三
伏
峠

（南
ア
）、
針
ノ
木

峠

（北
ア
）
と
と
も
に
日
本
三
大
峠
と
か
。

久
渡
沢
付
近
は
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
が
完
成

し
て
お
り
、
大
分
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

秩
父
方
面
か
ら
の
登
山
も
便
利
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。
広
瀬
よ
リ
バ
ス
で
塩
山
に
出

て
解
散
。
有
志
は
恒
例
の
反
省
会
を
八
王

子
で
行
う
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
の
秩

父
が
満
喫
で
き
た
有
意
義
な
山
行
で
あ
っ

た
。
参
加
者
十
二
名
。
　
　
（樋
口
公
臣
）

シ
バ
プ
リ
の
丘
の
植
林

自
然
保
護
委
員
会

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ラ
ン
タ
ン
リ
ル
ン
の

方
角
を
見
る
と
、
白
い
山
の
手
前
に
丘
が

連
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
シ
バ
プ
リ
の

丘
で
、
そ
こ
か
ら
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
遠
望
が

楽
し
め
ま
す
。
こ
の
登
山
道
の
途
中
か
ら

谷
を
隔
て
て
右
に
礼
拝
堂
が
あ
り
、
そ
の

周
辺
は
裸
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
自
然
保
護
委
員
会
で
は
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
ネ

パ
ー
ル
で
の
有
意
義
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
何

か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本

山
岳
会
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
と
し

て
、
ラ
リ
グ
ラ
ス
植
林
を
計
画
し
、ネ
パ
ー

ル
の
国
花
で
あ
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
植
え
る

適
地
を
探
し
て
い
た
の
で
す
。
十
数
か
所

を
調
査
し
て
見
つ
け
た
二
か
所
の
う
ち
の

一
つ
が
シ
バ
プ
リ
の
丘
で
し
た
。

我
々
の
基
本
的
な
考
え
は
、
ネ
パ
ー
ル

の
植
林
促
進
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
山
に
あ
る
稚

樹
を
採
取
し
て
裸
地
に
植
え
る
と
い
う
方

法
で
す
。
こ
れ
な
ら
場
所
を
選
び
ま
せ
ん

し
、
も
と
も
と
の
植
生
を
変
え
る
こ
と
な

く
樹
木
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
球
環
境
基
金
の
助
成
も
得
て
、
今
年

か
ら
植
樹
を
始
め
ま
し
た
。
七
月
に
は
ネ

パ
ー
ル
の
日
本
語
学
校
の
生
徒
た
ち
に
作

業
を
手
伝

っ
て
も
ら
い
、
Ｏ
ｏ
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
地
に
ラ
リ
グ
ラ
ス
や
サ
ク
ラ
、
シ

リ
ス
な
ど
七
百
本
の
稚
樹
を
植
え
ま
し
た
。

い
ず
れ
こ
の
丘
全
体
を
稚
樹
で
満
た
す

つ

も
り
で
す
し
、
も
う

一
か
所
の
適
地
に
も

植
林
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

十
月
に
植
樹
の
活
着
状
況
の
調
査
と
苗

の
採
取
に
行
き
ま
し
た
。
実
生
苗
は
現
地

で
苗
床
で
育
て
ま
す
。
種
子
は
屋
久
島
の

野
生
植
物
研
究
所
で
発
芽
さ
せ
て
育
て

（二
年
か
か
る
）、
土
を
洗

っ
て
殺
菌
し
、

ネ
パ
ー
ル
に
戻
す
計
画
で
す
。

来
年
の
植
林
は
五
～
六
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助
成
金
を
得
て

い
る
と
は
い
え
、
資
金
が
潤
沢
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
寄
付
な
ど

資
金
面
で
も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
大
変

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
に
日
本
山
岳
会
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
山
が
で
き
る
と
き
が
楽
し
み
で
す
。

ゴ
ラ
パ
ニ
の
ラ
リ
グ
ラ
ス
調
査
と
保
全

活
動
も
計
画
し
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

（大
森
弘

一
郎
）

次
代
に
残
そ
う
美
し

い
出
と
渓

(9)
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東

西
南

北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
六
枚
で
お

願
い
し
ま
す
）

冒 冨
午+世lψ
内 中
カット 中村あや

福
島
・群
馬
・新
潟
三
県
に
よ
る

尾
瀬
総
合
学
術
調
査
に
つ
い
て

斎
藤
　
晋

今
、
尾
瀬
地
域
に
お
い
て
、
総
合
学
術

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
は
研
究

費
を
自
治
体
が
出
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、

こ
れ
ま
で
の
と
は
違

っ
て
い
る
。
そ
の
経

過
な
ど
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
八
月
四
日
、

福
島

・
群
馬

ｏ
新
潟
県
の
三
知
事
が
、
尾

瀬
沼
畔
に
集
い

「尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

か
れ
た
。
そ
し
て
、
尾
瀬
保
護
財
団
の
設

立
や
総
合
学
術
調
査
の
実
施
な
ど
、
い
く

つ
か
の
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
群
馬
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
が
事
務
局
と
な
り
、
総
合

学
術
調
査
計
画
検
討
委
員
会
を
設
立
。
そ

し
て
、　
一
九
九
四
年
四
月
、
「尾
瀬
総
合

学
術
調
査
団
」
を
編
成
し
た
。
調
査
期
間

は

一
九
九
四
年
度
か
ら
四
か
年
で
、
第
四

年
度
は
報
告
書
作
成
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
団
の
構
成
は
、

大
島
康
行

（早
大
）
植
物
生
態
学
、
代
表

阪
口
　
豊

（専
修
大
）
自
然
地
理
学

西
条
八
束

（名
大
名
誉
教
授
）
地
球
化
学

樫
村
利
通

（福
島
大
）
植
物
生
態
学

岩
熊
敏
夫

（国
立
環
境
研
）
陸
水
生
態
学

鈴
木
郁
夫

（新
潟
大
）
地
形
学

林
　
秀
剛

（信
州
大
）
陸
水
生
態
学

斎
藤
　
並日
（群
馬
県
女
大
）
動
物
生
態
学

ま
た
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、

花
井
正
光

（文
化
庁
文
化
財
保
護
課
）

大
橋
敏
行

（環
境
庁
自
然
保
護
課
）

の
両
氏
が
入

っ
て
い
る
。

尾
瀬
の
総
合
調
査
と
い
え
ば
、
既
に
、

一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）
年
か
ら
三
か

年
の
第

一
回
と
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
十

二
）
年
か
ら
三
か
年
の
第
二
回
が
あ
る
。

今
回
の
メ
ン
バ
ー
の
、
大
島
、
阪
日
、

樫
村
、
西
条
、
林
氏
は
前
回
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
し
、
前
回
の
メ
ン
バ
ー
の
研
究
室

で
育

っ
た
者
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
内
容

的
に
今
ま
で
の
も
の
を
引
き
継
い
で
お
り
、

第
二
回
の
総
合
調
査
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

調
査
項
目
を
分
野
別
に
あ
げ
る
と
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。

●
湿
原
の
Ｃ０２
、
ＣＨ４
の
動
態
、
湿
原
の
植
生

変
化
、
微
地
形
と
植
物
群
集

●
湿
原
と
周
辺
の
無
脊
椎
動
物
相
、
土
壌

動
物
の
密
度
と
現
存
量
、
土
壌
動
物
に
よ

る
群
集
代
謝
と
落
葉
分
解

●
地
学
的
に
み
た
湿
原
の
形
成
と
変
遷
過

程
、
現
在
の
岩
層
地
の
地
形
形
成
、
最
終

氷
期
以
降
の
尾
瀬
ヶ
原
周
辺
の
地
形
形
成

●
湿
原
の
泥
炭
プ
ラ
ト
ー
の
形
態
と
発
達
、

泥
炭
層
の
水
理
、
湿
原
の
水
循
環
、
池
塘

の
物
質
循
環
と
環
境
変
遷
、
生
物
多
様
性

か
ら
み
た
池
塘
群
の
機
能

＊

第
二
回
の
時
か
ら
す
で
に
十
七
年
経
過

し
て
お
り
、
こ
の
間
の
い
く
つ
か
の
変
化

も
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

最
終
年
度
の
終
り
こ
ろ
に
は
、
報
告
書
の

完
成
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、　
一
般

向
け
の
本
の
出
版
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

遥
か
な
り

『天
上
倉
山
』

岡
田
光
行

辞
書
に
よ
れ
ば

「天
上
」
と
は
、
①
天

の
上
　
②
空
　
③
天
上
界
　
④
天
に
上
る

こ
と
と
あ
り
、
天
上
界
の
こ
と
を

『①
天

に
あ
る
世
界
　
②
仏
教
で
は
、
欲
界
の
天

と
、
色
界

ｏ
無
色
界
と
の
総
称
』
と
あ
る
。

「天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
は
、
お
釈
迦
様

の
言
葉
だ
が
、
秋
田
県
は
奥
羽
の
辺
境
に

あ
る
こ
こ
が
、
な
ぜ
、
「天
上
倉
」
な
の

か
…
…
な
ど
と
、
訳
の
わ
か
ら
ぬ
御
託
を

な
ら
べ
な
が
ら
、
平
成
八
年
八
月
八
日
は
、

大
安
吉
日
、
末
広
が
り
の
、
誠
に
め
で
た

い

一
日
で
あ

っ
た
。

八

ｏ
八

ｏ
八
に
因
ん
で
八
八
八
メ
ー
ト

ル
の
山
を
と
、
血
眼
に
な
っ
て
探
し
だ
し

た
の
が

「天
上
倉
山
」
（標
高
八
八
七

ｏ

六
メ
ー
ト
ル
）。
標
高
は
四
捨
五
人
で
か

ん
べ
ん
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
某
氏

の
記
録
に
よ
る
と

一
時
間
半
の
行
程
と
あ

っ
た
た
め
、
三
時
ご
ろ
に
は
戻
れ
る
だ
ろ

う
と
見
込
ん
だ
が
、
俗
人
の
願
い
は
天
上

に
は
通
じ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

午
前
九
時
三
十
五
分
、
萩
形
キ
ャ
ン
プ

場
駐
車
場
で
結
団
し
た
あ
と
、
秋
田
支
部

の
面
々
は
悪
路
に
耐
え
ら
れ
る
車
に
分
乗
、

登
山
予
定
地
を
目
指
し
た
。
萩
形
沢
の
林

道
を
遡
り
、
車
の
進
入
限
界
ま
で
進
ん
だ

が
、
取
付
き
が
分
か
ら
ず
十
分
ほ
ど
ロ
ス

し
た
。
鳩
首
会
談

（？
）
の
後
、
天
上
沢
近
く

の
小
沢
を
遡
る
こ
と
に
し
た
。
急
峻
な
う

え
に
崩
れ
や
す
い
斜
面
と
、
身
の
丈
を
越

す
草
藪
の
中
を
あ
え
ぎ
、
五

一
〇
メ
ー
ト

ル
の
小
さ
な
コ
ル
に
で
た
の
が
正
午
近
い
。
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今
度
は
、
進
路
を
北
に
と
っ
て
ピ
ー
ク
を

目
指
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
密
集
し
た

笹
竹
に
阻
ま
れ
て
な
か
な
か
進
め
な
い
。

中
腰
に
な
っ
て
笹
竹
や
枝
草
を
か
き
わ
け
、

三
角
点
に
到
達
し
た
時
に
は
午
後

一
時
を

ま
わ
っ
て
い
た
。

蒸
し
暑
さ
と
、
草
い
き
れ
の
中
で
の
行

動
だ
っ
た
た
め
、
全
員
、
汗
び
っ
し
ょ
り
。

頂
上
で
の
気
温
が
二
三
～
二
五
度
で
は
、

な
か
な
か
汗
も
引
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、

思
い
思
い
に
藪
を
刈
り
払

っ
て
車
座
に
な

り
、
恒
例
の
昼
食
兼
宴
会
が
約

一
時
間
。

樹
間
か
ら
は
太
平
山
系
の
裏
側
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
光
景
に

感
嘆
の
声
が
し
き
り
だ

っ
た
。

下
山
は
、
先
の
コ
ル
か
ら
尾
根
を
さ
ら

に
南
に
伝
い
、
林
道
最
奥
へ
の
下
降
を
目

論
ん
だ
が
、
「歩
く
た
め
の
道
」
が
皆
無

で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
、
沢
に
引
き
込
ま

れ
て
し
ま
い
難
渋
し
た
。
幸
い
、
経
験
豊

富
な
柳
田
会
員
の
適
切
な
リ
ー
ド
に
よ
っ

て
、
数
本
の
沢
を
越
え
な
が
ら
、
最
終
的

に
は
、
登
っ
た
時
の
沢
の
す
ぐ
そ
ば
の
林

道
に
飛
び
出
し
た
。
こ
の
時
す
で
に
、
午

後
四
時
四
十
分
。
実
質
五
時
間
の
行
動
は
、

古
希
を
迎
え
た
体
に
は
か
な
り
こ
た
え
た

が
、
「
こ
だ
わ
り
と
あ
や
か
り
」
の
山
を

無
事
に
終
え
た
喜
び
は
、
参
加
者
全
員
の

温
か
い
絆
に
よ
る
と
こ
ろ
と
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

「天
上
倉
」
の
名
前
の
由
来
は
知
る
由
も

な
い
が
、
下
山
時
に
み
た

「
ミ
ズ
」
の
群

生
や
、
時
お
り
み
る
山
菜
の
名
残
、
ブ
ナ

や
ナ
ラ
の
大
木
と
そ
れ
に
寄
生
す
る
数
々

の
自
然
の
恵
み
を
、
天
上
界
の
倉
と
し
て

下
界
の
人
々
が
崇
め
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「倉
」
は
五
穀
を
納
め
て
お

く
建
物
を
い
う
が
、
ま
さ
し
く
、
山
の
恵

み
を
納
め
て
お
く
、
し
ま
っ
て
お
く
と
こ

ろ
に
相
応
し
い
山
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
そ
し
て
、
永
遠
に
天
上
遥
か
に
、

ま
さ
し
く

「欲
界
の
天
と
、
色
界
、
無
色

界
の
世
界
」
と
し
て
穏
や
か
に
鎮
座
し
て

欲
し
い
と
、
願

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

疲
労
困
億
の
体
に
鞭
打

っ
て
無
事
帰
宅

で
き
た
の
も
、
天
上
倉
山
の
ご
加
護
か
も

し
れ
な
い
。
久
々
に
ハ
ー
ド
に
、
そ
し
て

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
山
行
を
楽
し
ん
だ
。
計

画
し
て
く
れ
た
佐
藤
昭
義
会
員
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
　

（秋
田
支
部
長
）

英
国
山
岳
会
を
訪
ね
て

―

一
九
九
六
年
五
月
―

芳
賀
孝
郎

私
は
学
生
時
代
、
弓
目
□

＞
Ｆ
「
ＨＺ
日

ｏ
Ｆ
Ｃ
ω

（英
国
山
岳
会
）
創
立
百
周
年

（
一
九
五
七
年
）
記
念
晩
餐
会
に
出
席
し

て
帰
ら
れ
た
松
方
二
郎
先
輩
の
お
話
を
聞

く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
私
は
こ
の
時
か
ら
、

い
つ
の
日
か
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
を
訪
ね

て
み
た
い
と
思
い
続
け
て
き
た
。

一
八
五
七
年
十

一
月
六
日
、
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
に
近
い
マ
シ
ウ
家
に
、
ア
ル
プ
ス
登

山
を
し
た
仲
間
二
十
八
人
が
集
ま

っ
て
ア

ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
た
。
英
国
山

岳
会
が
、
国
名
を
つ
け
な
い
で
た
だ
ア
ル

パ
イ
ン
ク
ラ
ブ

（Ａ
Ｃ
）
と
し
た
ゆ
え
ん

は
、
そ
れ
が
世
界
最
初
の
山
岳
会
だ
か
ら

で
あ
る
。

Ａ
Ｃ
は

一
八
ｏ
Ｏ
年
代
に
ア
ル
プ
ス
黄

金
時
代
を
築
き
上
げ
た
。
続
い
て
コ
ー
カ

サ
ス
、
ロ
ツ
キ
ー
、
ア
ン
デ
ス
、
そ
し
て

ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
と
、
大
き
な
登
山
実
績
を
残

し
、
世
界
の
登
山
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

一
九
二

一
年
か
ら
始
ま

っ
た
ェ
ベ
レ
ス
ト

登
山
は

一
九
五
三
年
、
つ
い
に
ハ
ン
ト
隊

に
よ
り
登
頂
に
成
功
し
た
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

松
方
先
輩
に
よ
る
と
、　
一
九
五
七
年
十

一
月
六
日
、
Ａ
Ｃ
百
周
年
記
念
晩
餐
会
当

時
の
会
長
は
サ
ｌ

ｏ
ハ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
参
列
し
た
槙
氏
と
松
方
先
輩

（Ａ
Ｃ
会
員
）
は
ド
レ
ス
に
白
タ
イ

（晩

餐
会
の
盛
装
）
の
サ
ー

・
ハ
ン
ト
に
迎
え

ら
れ
た
。
槙
氏
と
松
方
先
輩
は
略
式
の
デ

ィ
ナ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
黒
タ
イ
で
あ
っ
た
。

会
長
サ
ー

・
ハ
ン
ト
の
挨
拶
の
中
で
、

遠
い
日
本
か
ら
参
列
し
た
槙
氏
と
松
方
先

輩
に
歓
迎
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

会
員
の
他
に
二
十
数
か
国
の
山
岳
会
代
表

も
参
列
し
て
い
た
。
会
長
の
客
と
し
て
シ

ェ
ル
パ

ｏ
テ
ン
ジ
ン
氏
の
顔
も
あ
り
、
四

百
名
に
及
ぶ
男
ば
か
り
の
会
は
誠
に
賑
や

か
だ
っ
た
。
Ａ
Ｃ
は
当
時
婦
人
会
員
は
認

め
て
い
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
正
式
の
集

会
に
も
夫
人
同
伴
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

松
方
先
輩
の
印
象
に
残

っ
た
こ
と
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の

一
人
で
あ
る

長
老
、
ト
ム

・
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

（当
時

八
十
二
歳
）
氏
が
五
十
周
年
記
念
に
出
席

し
、
今
回
の
百
周
年
に
も
元
気
に
出
席
し

て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
日
本
を
訪

ね
た
こ
と
も
あ
り
、
槙
氏
と
松
方
氏
に
は

特
別
親
切
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
。
ロ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
氏
の
Ａ
Ｃ
入
会
の
推
薦
者
は

日
本
で
お
馴
染
み
の
ウ
エ
ス
ト
ン
師
で
あ

る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

真
　
私
の
長
年
の
夢
で

明
あ
っ
た
Ａ
Ｃ
訪
間
は
、

銀
本
年
五
月
の
連
体
に

ロ
ロ
ン
ド
ン
の
娘
宅
を

酌
訪
れ
た
時
に
実
現
し

泄
な
。
娘
に
電
話
で
Ａ

鶏
Ｃ
ル
ト
ム
訪
間
の
予

Ａ
約
を
と
っ
て
も
ら
っ

た
。
オ
ー
ル
ド

・
ス
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ト
リ
ー
ト
か
ら
入

っ
た
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト

・

ロ
ー
ド
に
あ
る
古
い
三
階
建
て
が
Ａ
Ｃ
の

建
物
で
あ
る
。
階
段
を
上
が
る
と
、
三
階

の
事
務
所
前
の
壁
に
は
、
歴
代
会
長
の
写

真
が
二
面

一
杯
に
飾

っ
て
あ
る
。
威
厳
に

満
ち
た
昔
の
会
長
の
顔
が
、
時
代
と
と
も

に
親
し
み
の
あ
る
顔
に
な
り
、
服
装
も
近

年
に
な
る
に
つ
れ
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
な
っ
て

い
る
。
写
真
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
四
代

前
の
会
長
は
女
性
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

チ
ャ
ー
ル
ス
・
エ
バ
ン
ス
夫
人
で
あ
る
と

い
う
。
五
三
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
員

ｏ
チ

ャ
ー
ル
ス
・
エ
バ
ン
ス
氏
は
そ
の
十
代
前

の
会
長
で
あ
り
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
Ａ
Ｃ
の

会
長
を
務
め
た
こ
と
に
な
る
。
女
人
禁
制

の
Ａ
Ｃ
に
も
女
性
が
入
会
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
と
聞
き
、
Ａ
Ｃ
も
時
代
に
は
勝
て

な
か
っ
た
と
、
私
は
愉
快
に
思
っ
た
。

三
階
の
正
面
に
事
務
所
が
あ
り
、
二
人

の
女
性
が
働
い
て
い
た
。　
一
人
は
ス
イ
ス

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
事
務

所
の
左
奥
に
図
書
室
が
あ
り
、
専
門
の
職

員
が

一
人
い
た
。
そ
の
図
書
室
に
は
、
英

国
の
登
山
の
記
録
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
ウ
イ
ン
パ
ー
の
登
山
日
記
な
ど
、

膨
大
な
も
の
が
あ

っ
た
。
世
界
各
国
の
山

岳
関
係
の
本
の
中
に
、
日
本
山
岳
会
の
「山

岳
」
も

一
号
か
ら
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
た
。

会
員
の
要
望
に
よ
り
、
希
望
の
本
や
登
山

記
録
の
調
査
な
ど
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で

対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
ン
ｏ
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
さ
れ
て
い
た
。
南
極

の
ス
コ
ッ
ト
隊
や
、
第

一
回
の
エ
ベ
レ
ス

ト
登
山
隊
の
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
が
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
た
の
を

興
味
深
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

女
性
職
員
の
シ
ー
ラ

ｏ
ハ
リ
ス
ン
さ
ん

に
案
内
を
し
て
も
ら
い
、
三
階
に
上
る
と

小
講
堂
が
あ
っ
た
。
毎
週
火
曜
日
に
集
会

が
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
私
が
訪
問
し

た
の
は
水
曜
日
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
集

会
に
は
顔
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
ち
ょ
う
ど
展
示
さ
れ
て
い
た

一
八
〇

〇
年
代
の
ア
ル
プ
ス
登
山
の
記
録
写
真
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
希
望
者
に
は
写
真

も
販
売
し
て
い
た
。
小
講
堂
の
奥
に
は
バ

ー
が
あ
り
、
会
合
の
あ
る
日
に
は
専
門
の

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
き
て
、
カ
ク
テ
ル
を

作

っ
て
会
員
に
サ
ー
ビ
ス
（有
料
）を
し
て

い
る
と
い
う
。
バ
ー
の
壁
に
は
、
ロ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
氏
が
使

っ
て
い
た
よ
う
な
シ
ャ

フ
ト
の
長
い
古
い
ピ
ッ
ケ
ル
や
ザ
イ
ル
、

山
の
道
具
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

訪
問
を
終
え
、
外
へ
出
た
私
は
、
改
め

て
Ａ
Ｃ
の
建
物
を
振
り
返

っ
て
み
た
。
オ

ー
ル
ド

・
ス
ト
リ
ー
ト
は
古
い
町
並
だ
が
、

中
で
も
そ
れ
は

一
際
古
く
て
と
て
も
小
さ

い
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
七

つ
の
大
陸
で
活

躍
し
た
探
検
家
や
登
山
家
の
偉
大
な
歴
史

が
脈
々
と
流
れ
て
い
た
。
数
時
間
で
は

あ
っ
た
が
そ
の

一
端
に
触
れ
、
そ
の
中
に

身
を
置
く
こ
と
が
で
き
た
幸
せ
を
か
み
し

め
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

感
動
を
求
め
て

―
マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
て
―砂
田
定
夫

馬
車
馬
の
よ
う
に
走
り
続
け
て
き
て
ふ

と
立
ち
止
ま
る
と
、
流
れ
て
ゆ
く
時
間
の

中
に
何
か
欠
け
て
い
る
と
思
う
こ
と
が
あ

る
。
特
に
若
い
と
き
の
よ
う
な
新
鮮
な
感

動
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
感
性

を
高
め
る
よ
う
に
努
め
れ
ば
感
動
が
得
ら

れ
る
機
会
も
多
か
ろ
う
。
何
か
を
達
成
す

れ
ば
そ
れ
相
応
の
感
動
は
あ
る
。
だ
が
、

日
常
の
中
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
感
動
が

ど
れ
程
あ
ろ
う
か
。
悟
り
き
れ
な
い
自
分

は
そ
れ
を
山
に
求
め
て
み
る
。　
一
応
の
目

標
を
定
め
て
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
や
地
図
の
朱

線
引
き
で

〃山
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〃
を
試

み
る
。
そ
れ
も
達
成
感
は
得
ら
れ
る
。
し

か
し
、
あ
ま
リ
ロ
ン
グ
レ
ン
ジ
な
目
標
は

す
ぐ
に
達
成
で
き
な
い
と
い
う
不
満
が
あ

る
。
既
に
中
高
年
に
達
し
た
岳
友
な
ど
か

ら
の
頼
ま
れ
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
受
け
、
彼

ら
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
満
足
感
を
味
わ
う
。

だ
が
も

っ
と
自
分
の
中
に
新
し
い
こ
と

へ
挑
む
意
欲
を
失
い
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
る
。
永
い
こ
と
多
様
な
形
の
山

を
や
っ
て
き
た
自
分
と
し
て
、
何
か
刺
激

剤
が
欲
し
い
。　
一
方
で
は
年
齢
と
と
も
に

感
じ
る
体
力
の
減
退
と
い
う
現
実
が
あ
る

が
、
自
分
の
限
界
を
見
極
め
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
る
。
今
の
自
分
の
力
を
分
析

し
て
み
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ビ
ッ
グ
は
と
て

も
と
思
う
。
体
力
の
ほ
か
に
時
間
、
資
金

と
障
害
は
多
い
。
本
職
と
趣
味
を
両
立
さ

せ
る
と
い
う
考
え
方
は
こ
れ
か
ら
も
変
え

た
く
な
い
。
あ
れ
こ
れ
の
条
件
を
ぎ
り
ぎ

り
満
た
す
山
を
探
し
て
み
た
。
か
つ
て
青

春
の
血
を
沸
か
せ
て
く
れ
た
ア
ル
ピ
ニ
ス

ト
た
ち
の
初
登
頂

・
初
登
攀
の
舞
台
と
な

っ
た
ア
ル
プ
ス
な
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
こ

の
地
名
や
山
名
に
は
懐
か
し
い
響
き
が
あ

る
。
そ
ん
な
想
い
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
彼

の
地
へ
出
か
け
、
古
典
的
な
ル
ー
ト
か
ら

二
つ
の
名
峰
に
登

っ
た
。

昨
年
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
を
訪
れ
、

ア
イ
ガ
ー
の
狭
い
山
頂
で
初
登
攀
に
輝
い

た
先
人
の
感
動
に
想
い
を
馳
せ
た
。
今
年

は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
も
う

一

つ
の
夢
だ
っ
た
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
で
自
分

を
試
し
て
み
た
。　
一
人
だ
け
の

〃遠
征
〃

の
中
で

「も
う
少
し
若
け
れ
ば
も

っ
と
面

白
い
登
山
が
」
と
い
う
欲
が
な
い
で
も
な

か

っ
た
。
「
い
や
俺
は
あ
る
時
期
仕
事
を

目

一
杯
や
っ
た
。
過
去
に
悔
い
は
な
い
ぞ
」

と
考
え
を
陽
転
さ
せ
る
。

さ
て
登
頂
の
日
、
未
明
の
ヘ
ル
ン
リ
小

屋
を
出
発
し
、．
ソ
ル
ヴ

ェ
イ
小
屋
に
着
く

ま
で
に
四
十
五
分
も
早
く
出
発
し
た
日
本

人
パ
ー
テ
ィ
ー
を
次
々
に
追
い
抜
い
て
ち

ょ
っ
と
優
越
感
に
浸
る
。
職
業
と
し
て
何

度
も
登
降
す
る
現
地
ガ
イ
ド
と
は
そ
の
登

り
方
も
ス
ピ
ー
ド
も
歴
然
と
差
が
あ
る
。

ガ
イ
ド
レ
ス
で
登
る
ク
ラ
イ
マ
ー
か
ら
見
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ド
イ
ツ
の
登
山
家
ク
ル
ト

ｏ
シ
ュ
ロ
ッ

サ
ー
に
つ
い
て
は
、
切
手
カ
タ
ロ
グ
に
、

ナ
チ
の
犠
牲
に
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と

記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
長
い
間
分
か
ら
な
か
っ
た
。

切
手
同
好
の
士
で
、
本
会
会
員
の
開
発

秀
三
さ
ん
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
切

手
専
門
の
加
藤
健

一
さ
ん
に
ご
連
絡
い
た

だ
き
、
「東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
切
手
人
名
録
」

に
、
「
一
九
〇
〇
年
ド
レ
ス
デ
ン
生
ま
れ
、

本
業
は
家
具
製
作
、
徒
弟
時
代
に
右
手
の

半
ば
を
失

っ
た
が
、
熟
練
し
た
ク
ラ
フ
ト

マ
ン
に
し
て
登
山
家
。
家
具
労
働
者
組
合

の
議
長
を
務
め
、
三
二
年
ド
レ
ス
デ
ン
の

反
フ
ァ
シ
ス
ト
登
山
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
と
な
る
。
エ
ル
プ
ザ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

山
系
で
地
下
活
動
に
入
リ
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

に
参
加
、
四
三
年
十
二
月
ナ
チ
に
逮
捕
さ

れ
、
四
四
年
八
月
死
刑
執
行
」
と
あ
る
の

を
教
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
開
発
さ
ん
は
松

田
雄

一
さ
ん

（前
副
会
長
）
に
、
松
田
さ

ん
は
五
九
年
の
ヒ
マ
ー
ル

・
チ
ュ
リ
遠
征

で

一
緒
だ
っ
た
山
野
井
武
夫
さ
ん
に
、
山

野
井
さ
ん
は
立
教
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
縁

で
、
ド
イ
ツ
文
学
の
福
田
宏
年
さ
ん

（元

立
大
教
授
、
山
岳
部
長
）
に
、
友
情
の
輪

の
リ
レ
ー
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
っ
た
。

福
田
先
生
は
、
昔
か
ら
堀
懇
の
仲
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル
フ
レ
ー
ト

・
ニ

ン
マ
ー
リ
ヒ
タ
ー
氏

（元
ウ
イ
ー
ン
の
労

働
者
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
記
者
）
に
調
査
を
依

頼
さ
れ
た
。
彼
は
、
旧
東
独
の
こ
と
で
も

あ
り
、
調
べ
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
と
言

い
な
が
ら
も
、
「自
然
の
友
の
会
」
な
ど

山
岳
団
体
に
問
い
合
わ
せ
た
り
、
山
の
蔵

書
や
写
真
集
を
広
げ
て
、
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー

が
、
統

一
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部

（略
称
Ｖ
Ｋ

Ａ
）
を
組
織
し
、
ザ
ク
セ
ン
・
ス
イ
ス
に

あ
る
エ
ル
プ
ザ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
山
で
活

躍
し
た
こ
と
、
Ｖ
Ｋ
Ａ
の
コ
ー
ラ
ス
指
揮

者
を
し
て
い
た
こ
と
、
Ｖ
Ｋ
Ａ
の
二
百
人

の
会
員
の
う
ち
八
十
九
人
が
強
制
収
容
所

に
連
行
さ
れ
、
二
十
四
人
が
虐
殺
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
調
べ
あ
げ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
フ
リ

ッ
ツ

ｏ
モ
ラ
ヴ

ェ
ク
氏

（五
九
年
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
遠
征
隊
長
で
、

同
年
の
日
本
山
岳
会
ヒ
マ
ー
ル

・
チ
ュ
リ

隊
の
松
田
さ
ん
と
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
面

識
が
あ
っ
た
由
）
に
電
話
し
て
取
材
の
確

認
ま
で
し
た
と
い
う
。
モ
ラ
ヴ

ェ
ク
氏
は

即
座
に

「
ク
ル
ト

・
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
は
、

エ
ル
プ
ザ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
山
で
名
の
知

れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
だ

っ
た
が
、
ナ
チ
に
殺

さ
れ
た
ん
だ
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。

た
か
が
切
手

一
枚
の
こ
と
で
、
こ
れ
程

多
く
の
諸
先
生
、
諸
先
輩
に
、
ご
多
忙
に

も
か
か
わ
ら
ず
お
調
べ
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
大
い
に
恐
縮
す
る
と
と
も
に
、
誌
上

を
借
り
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
件

に
限
ら
ず
、
山
の
切
手
に
つ
い
て
は
、
本

会
の
会
員
と
い
う
だ
け
で
、
お
会
い
し
た

こ
と
も
な
い
多
く
の
方
々
に
、
懇
切
に
ご

教
示
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

深
甚
な
謝
意
を
呈
し
ま
す
。
（了
）
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れ
ば
、
自
分
に
と
っ
て
未
知
の
ル
ー
ト
を

自
力
で
登
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
い
う

に
違
い
な
い
。
ガ
イ
ド
は
天
候
が
急
変
す

る
前
に
下
山
し
な
け
れ
ば
危
険
で
あ
る
と

い
う
鉄
則
を
説
く
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は

遭
難
の
事
例
を
挙
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。

誰
も
が
自
分
の
行
為
に
価
値
観
を
も
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
山
に
対
峙
す
る
。

登
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

東
壁
側
か
ら
稜
へ
、
そ
し
て
北
壁
側
へ
と

急
峻
な
岩
場
が
続
く
。
名
ガ
イ
ド
、
ミ
シ

ェ
ル

・
ク
ロ
を
は
じ
め
四
人
が
遭
難
し
た

地
点
で
は
、
初
登
頂
し
た
ウ
イ
ン
パ
ー

一

行
の
下
山
に
お
け
る
恐
ろ
し
い
場
面
を

一

瞬
想
像
す
る
。
今
し
方
の
快
適
な
登
り
に
、

ア
イ
ガ
ー
よ
り
易
し
い
な
、
な
ど
と
の
思

い
も
束
の
間
、
ア
イ
ゼ
ン
を
着
け
た
頃
か

ら
急
速
に
体
が
重
く
な
り
、
登
り
が
辛
く

な
っ
た
。
最
後
の
雪
の
斜
面
を
這
い
登

っ

て
絶
頂
の

一
角
に
達
し
た
瞬
間
は
、
達
成

感
や
感
動
よ
り
も
辛
い
登
り
か
ら
の
解
放

感
の
方
が
大
き
か
っ
た
。

チ
ベ
ツ
ト
高
原
走
破
の
旅

竹
内
哲
夫

八
月
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
二
十
三

日
間
の
予
定
で
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
四
〇
〇

〇
キ
ロ
余
り
を
走
破
し
よ
う
と
、
成
田
～

上
海
～
成
都
経
由
で
、
八
月
七
日
ラ
サ
空

港
に
到
着
し
た
。
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隊
長
は
法
政
Ｏ
Ｂ
の
増
田
昌
士
さ
ん
、

隊
員
は
八
十
二
歳
で
な
お
か
く
し
ゃ
く
た

る
山
岳
写
真
家
と
し
て
著
名
な
名
誉

ｏ
永

年
会
員
風
見
武
秀
さ
ん
、
前
福
岡
支
部
長

吉
村
健
児
さ
ん
、
立
教
Ｏ
Ｂ
中
村
太
郎
さ

ん
、
明
治
Ｏ
Ｂ
石
田
要
久
さ
ん
、
山
想
会

長
谷
川
英
夫
さ
ん
、
す
で
に
チ
ベ

ッ
ト
を

経
験
し
て
い
る
小
野
寺
要
三
さ
ん
と
山
口

昇
さ
ん
、
そ
れ
に
私
の
計
九
人
の
構
成
で
、

平
均
年
齢
は
お
お
よ
そ
六
十
五
歳
と
い
っ

た
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

成
都
～
ラ
サ
間
は
重
畳
た
る
山
岳
地
帯

で
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
、

ニ
ェ
ン
チ

ェ

ン
タ
ン
ラ
峰
な
ど
の
見
え
る
上
空
を
飛
ぶ
。

ラ
サ
空
港
か
ら
約
九
十
分
で
ラ
サ
市
街

ヘ

到
着
。
ラ
サ
ホ
リ
デ
ー
イ
ン
に
入
る
。
ヤ

ル
ツ
ァ
ン
ポ
川
の
橋
の
た
も
と
に
、
着
剣

し
た
銃
を
持

っ
た
中
国
軍
の
兵
士
が
い
て
、

チ
ベ

ッ
ト
の
緊
張
し
た
状
況
を
印
象
づ
け

ら
れ
た
。

ラ
サ
に
二
泊
、
デ
プ
ン
寺
、
ポ
タ
ラ
宮
、

大
昭
寺
、
八
角
街
の
市
場
な
ど
を
回
り
な

が
ら
高
度
順
応
を
行
い
、
本
隊
は
八
月
九

日
シ
ガ
ツ
ェ
飯
店
泊
。
タ
ル
シ
ン
ポ
寺
院

な
ど
を
訪
れ
る
。

現
地
で
は
ト
ラ
ッ
ク

一
台
、
ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ザ
ー
三
台
、
現
地
人
は
ガ
イ
ド
兼
通

訳

一
名
、
ド
ラ
イ
バ
ー
四
名
、
コ
ッ
ク

一

名
、
助
手

一
名
の
計
七
名
を
同
行
し
、
総

勢
十
六
名
で
旅
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
ト

ラ
ッ
ク
に
は
、
四
台
の
四
二
〇
〇
キ

ロ
分

の
ド
ラ
ム
缶
、
テ
ン
ト
、
食
料
を
積
む
。

ラ
サ
で
の
二
日
目
の
晩
か
ら
、
私
は
熱

と
下
痢
の
た
め
、
滞
在
を

一
泊
延
ば
し
、

十
日
早
朝
、
あ
ら
か
じ
め
手
配
の
車
で
シ

ガ
ツ
ェ
ヘ
行
き
、
本
隊
に
合
流
し
た
が
、

ラ
サ
で
カ
ト
マ
ン
ズ
診
療
所
の
女
医

。
山

根
先
生
に
診
察
し
て
い
た
だ
い
た
。
東
洋

医
学
の
電
磁
波
に
よ
る
診
断
と
の
話
だ

っ

た
が
、
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
リ
ン
グ

を
作
り
、
そ
の
離
れ
具
合
如
何
に
よ
る
薬

の
効
き
目
の
判
定
方
法
は
た
い
へ
ん
な
驚

き
で
、
半
日
で
完
全
に
回
復
し
て
し
ま
い
、

以
後
全
く
快
調
だ

っ
た
。

■
チ
ャ
ン
タ
ン
高
原

シ
ガ
ツ
ェ
～
ラ
ー
ツ
ェ
～
ラ
カ
～
ツ
ォ

チ
ェ
ン
～
ド
ン
ツ
ォ
を
経
て
、
ゲ
ル
ゼ
ま

で
四
日
間
、
九
〇
〇
キ
ロ
余
の
行
程
。
途 縦横独特の縞模様を持つ聖山カイラス

中
三
泊
は
テ
ン
ト
、
ゲ
ル
ゼ
で
は
招
待
所

を
利
用
す
る
。
ラ
ー
ツ
ェ
～
ド
ン
ツ
ォ
間

は
最
近
開
設
さ
れ
た
道
路
の
せ
い
か
、
記

載
の
な
い
地
図
が
多
い
。
ラ
ー
ツ
ェ
で
は

ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
の
橋
梁
の
ほ
か
、
支
流
の

渡
河
点
に
も
、
渡
船
に
代
わ
り
新
し
い
橋

が
架
け
ら
れ
て
い
た
。

ラ
カ
か
ら
い
よ
い
よ
チ
ャ
ン
タ
ン
高
原

の
核
心
部
へ
入
る
こ
と
と
な
る
。
ラ
ー
ツ

ェ
～
ラ
カ
間
は
い
く
つ
も
の
峠
を
越
え
る

が
、
ラ
カ
か
ら
先
も
高
い
峠
が
多
く
、
五

〇
〇
〇
～
五
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
峠
が
次

次
に
現
れ
る
。
敷
き
つ
め
ら
れ
た
よ
う
な

礫
に
青
草
が
生
え
た
広
大
な
草
原
、
草
原

を
区
切
る
褐
色
の
岩
山
、
頂
に
雪
を
乗
せ

た
峰
々
。
羊
や
ヤ
ク
の
群
れ
と
遊
牧
民
、

遊
牧
民
の
テ
ン
ト
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の

一

般
的
パ
タ
ー
ン
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
チ
ャ

ン
タ
ン
高
原
で
は
野
生
の
馬
、
ロ
バ
、
キ

ャ
ン

（鹿
）
に
出
合
う
こ
と
も
あ
る
。
ラ

カ
の
先
に
は
、
湯
煙
を
上
げ
る
か
な
り
の

規
模
の
間
欠
泉
も
見
ら
れ
た
。

ゲ
ル
ゼ
か
ら
二
日
間
、
約
五
〇
〇
キ
ロ
、

再
び
草
原
と
峠
を
繰
り
返
し
獅
泉
河
に
到

(14)

役に立つ医療器具

滝 和美

登山に際しては 1グラムでも

荷物を少なくしたいのが本音で

あり、使うか使わないか分から

ない医療器材をいくつも用意し

ていく気にはならない。私が実

際に使ったり試用したりして、

これはよいと思ったものを三つ

あげてみる。

一つは大型の “バンダナ"で

あり、救急処置の講義でも携行

を勧めている。ハンカチ、ネッ

カチーフ、はちまきと使い、骨

折時には副子固定に転用する。

わざわざ三角布をザックに入れ

るのは気が重いが、 1人 2枚 く
らいのバンダナを持参すれば、
パーティー分合わせると骨折時
の固定分はもとより、全身も簡

単に覆うことができる。

一つは昨年売り出された注射

針型縫合器 (21G&18G:注 )
である。緊急時に 1針だけ縫う
ために作られたもので、持針器

やハサミは必要なく、指先で把

持し針先で糸も切ることができ

る。 2～ 3本用意しておくと、

緊急時の止血や皮膚の創部を一

時的に閉鎖するのに有効であるё

一つは新製のパルスオキシメ

ーターである。従来型すべてに

付属していたコードがなくなり、

指先を入れるケースに電池が内

蔵されており、指先だけの器具

で酸素飽和度と脈拍数を測定で

きる。従来のものに比べ格段に

軽くなり、使用勝手もよくなっ

た。酸素吸入量の指標にも役立

つ。

山の事故は予測できない。T
POに応じて使える医療器材の

携行を考える際の一助になれば。

注)Gはgauge(ゲ ージ)の頭
文字で、針の太さを現わす。

数字が小さいほど太く、21G
は静脈注射の針の太さ。
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着
。
西
チ
ベ

ッ
ト
最
大
の
街
で
あ
り
、
イ

ン
ダ
ス
川
の
源
流
に
位
置
す
る
。
イ
ン
ド

国
境

へ
三
〇
キ

ロ
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
ヘ
の
入

り
口
で
あ
る
。

■
グ
ゲ
王
国
遺
跡

獅
泉
河
か
ら
二
八
〇
キ
ロ
、
五
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
雪
の
峠
を
二
つ
越
え
、
グ
ゲ

遺
跡
か
ら

一
八
キ
ロ
の
ツ
ァ
ン
ダ
に
向
か

う
。
次
第
に
道
路
も
川
も
判
別
が
つ
か
な

く
な
り
、
さ
な
が
ら
車
に
よ
る
川
下
り
の

様
相
を
呈
す
る
。　
一
台
の
ク
ル
ー
ザ
ー
が

渡
河
し
き
れ
ず
ダ
ウ
ン
。
他
の
車
に
分
乗
。

二
十
四
時
、
深
夜
の
ツ
ァ
ン
タ
招
待
所
に

到
着
す
る
。
後
続
の
ト
ラ
ツ
ク
が
ダ
ウ
ン

し
た
車
を
引

っ
張
り
上
げ
、
こ
と
な
き
を

え
る
。
翌
日
グ
ゲ
遺
跡
を
見
る
。
九
世
紀
吐
蕃

王
国
の
分
裂
の
際
建
て
ら
れ
た
王
城
と
僧

院
の
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
に
は
仏
像
、
壁

画
、
岩
窟
な
ど
が
あ
る
が
、
仏
像
は
ツ
ァ

ン
ダ
の
ト
リ
ン
寺
な
ど
と
と
も
に
、
文
化

大
革
命
時
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
後
復
元
さ

れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
地
域
全
体
の

山
々
は
砂
岩
で
構
成
さ
れ
、
長
い
年
月
の

間
に
風
雨
に
削
ら
れ
、
山
そ
の
も
の
が
王

城
や
巨
大
な
仏
像
で
あ
る
か
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
壮
大
な
景
観
で
あ
る
。

■
カ
イ
ラ
ス
山
と

マ
ノ
サ
ロ
ヮ
ー
ル
湖

ツ
ア
ン
ダ
か
ら
再
び
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
二
つ
の
峠
を
越
え
カ
イ
ラ
ス
山

（六

七

一
四
メ
ー
ト
ル
）
へ
向
か
う
。

二
日
目
に
聖
山
カ
イ
ラ
ス

（カ

ン
リ
ン
ポ
チ
ェ
）
の
麓
へ
到
着
。

初
め
は
雲
に
隠
れ
て
い
た
が
、

辛
抱
し
て
待

つ
こ
と
し
ば
し
、

白
雪
に
横
縞
と
縦
縞
の
独
特
の

模
様
を
持

っ
た
三
角
形
の
全
容

が
現
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
は
五

体
投
地
の
礼
拝
を
行
う
。
私
た

ち
は
幸
運
に
も
カ
イ
ラ
ス
の
全

貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

や
が
て
雲
に
覆
わ
れ
て
し
ま
い
、

翌
日
以
降
も
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
日
は
チ
ベ
ッ
ト
の
三
大

聖
湖
の

一
つ
、
マ
ノ
サ
ロ
ヮ
ー

河川が増水して渡河は困難を極めた

ル
湖
の
畔
に
幕
営
。
湖
畔
の
小
岩
峰
上
の

八
世
紀
建
立
と
い
う
チ
ュ
ー
ゴ
ン
パ
に
参

詣
。
岩
頂
に
は
た
め
く
タ
ル
チ
ョ
の
色
彩

が
鮮
や
か
だ
。

■
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
源
流

ナ
ム
ナ
ニ
峰

（七
七
二
八
メ
ー
ト
ル
）

の
裾
を
巻
く
よ
う
に
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
と

の
国
境
の
街
プ
ー
ラ
ン
の
招
待
所
に
宿
泊
。

翌
日
、
マ
ノ
サ
ロ
ヮ
ー
ル
湖
を
経
て
ヤ
ル

ツ
ア
ン
ポ
源
流
へ
向
か
う
。

今
年
の
チ
ベ
ッ
ト
は
十
数
年
来
経
験
し

な
い
異
常
気
象
だ

っ
た
と
い
う
。
全
般
に

雲
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
雨

（高
所
で
は

雪
）
が
多
く
、
河
川
が
増
水
し
て
渡
河
が

困
難
を
極
め
た
。
チ
ャ
ン
タ
ン
高
原
で
す

で
に
そ
の
萌
し
が
見
え
た
が
、
イ
ン
ダ
ス

源
流
部
、
グ
ゲ
付
近
、
カ
イ
ラ
ス
周
辺
と

東
に
進
む
に
つ
れ
、
河
川
の
増
水
に
悩
ま

さ
れ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
川
に
車
を
乗
り

入
れ
る
の
を
違
巡
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

八
月
二
十

一
日
、
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
源
流

で
大
き
な
渡
河
を
繰
り
返
し
た
後
、
パ
ル

ヤ
ン
手
前
の
支
流
の
迂
回
ル
ー
ト

（九
〇

キ
ロ
）
へ
入

っ
た
と
こ
ろ
で
、
道
路
崩
壊

の
た
め
、
や
む
な
く
渡
河
を
強
行
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
下
で
、
遂
に
ト
ラ
ッ
ク
を

除
く
三
台
の
ク
ル
ー
ザ
ー
が
、
冠
水
の
た

め
ダ
ウ
ン
し
た
。
時
刻
も
二
十
三
時
、
翌

日
も
懸
命
に
整
備
し
た
も
の
の
つ
い
に
エ

ン
ジ
ン
が
か
か
ら
ず
、
や
む
を
え
ず
三
台

を
そ
の
場
に
残
し
、
以
後
パ
ル
ヤ
ン
～
チ

ョ
ン
バ
～
サ
カ
～
ラ
カ
～
シ
ガ
ツ
ェ
と
約

一
〇
〇
〇
キ
ロ
を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗

っ
て
帰
る
予
期
せ
ぬ
は
め
に
立
ち
至
っ
た
。

日
程
を
回
復
す
る
た
め
、
と
く
に
サ
カ
～

シ
ガ
ツ
ェ
間
五
五
五
キ
ロ
は
、
早
朝
六
時

出
発
、
翌
朝
四
時
到
着
と
い
う
厳
し
い
旅

程
と
な
っ
た
。

＊

今
回
の
旅
は
た
い
へ
ん
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
全
員
元
気
に
、

ま
た

一
応
予
定
し
た
期
間
内
に
、
主
な
目

的
地
を
回
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

非
常
な
幸
い
で
あ
っ
た
。
今
年
の
八
月
、

チ
ベ
ッ
ト
ヘ
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ほ
と

ん
ど
が
、
途
中
で
断
念
し
て
引
き
返
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(15)

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの タ ベ ●各会場共 18:30～20:30(入場無料 )

■札幌会場

■仙台会場

■東京会場

■名古屋会場

■大阪会場

■広 島会場

■福 岡会場

1/24“υ
1/22(水 )

1/16(木 )

1/21(火 )

1/22(水 )

1/16的
1/21(火 )

りんゆうホール(東区北9条東2)18011-7:1-7106
仙 台市民会館       8022-262-4721
中退金 ビル大ホ ール (芝パ ー クホテル並 び )

名古屋 国際 セ ンター3階   1日 052-581-5678
大阪科学技術 セ ンター   806-443-5321
広 島YMCAホ ール     8082-227-6816
ア ク ロス福 岡 6階601号室  8092-725-9113

印 月ツ1障グ
'」

7多どI″五釜″
運輸大臣登録旅行業490号 /日本旅行業協会正会員/IATA公認代理店

本社/〒 105港区新橋2-13-8新橋東和ビル5階 TEL。 03-3503-1911

大阪 806-444-3033 名古屋8052(581)3211 福岡8092(715)1557

仙台8022(265)4611 広 島8082(542)1660 札幌8011(711)7106
(欄 りんゆう観光)
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□
■
菫
一

秋
季
例
会
　
九
重

・
黒
岳
山
行

熊
本
支
部
が
設
立
さ
れ
て
三
十
九
年
に

な
る
が
、
今
ま
で
百
十
六
回
の
例
会
登
山

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
地
元
の
阿

蘇
山
は
十

一
山
、
十
三
回
と
多
い
の
は
当

然
と
し
て
も
、
同
じ

「阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
」
に
含
ま
れ
る
九
重
山
群
は
、
大

船
山
、
久
住
山

（二
回
）、
三
俣
山
、
中

岳
の
四
山
、
五
回
と
少
な
い
。
そ
れ
で
今

回
は
、
深
み
ゆ
く
秋
の
黒
岳
の
紅
葉
を
訪

ね
る
こ
と
に
し
た
。
黒
岳
は
九
重
山
群
の

東
端
に
あ
り
、
他
の
山
々
が
ト
ロ
イ
デ
型

火
山
特
有
の
ま
ろ
や
か
な
草
原
の
山
で
あ

る
の
に
比
し
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な

形
の
広
い
山
頂
部
ま
で
、
黒
々
と
原
生
林

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
秋
の
紅

葉
は
素
晴
ら
し
い
。

十
月
十
九
日
の
夕
刻
、
黒
岳
東

麓
の
白
水
鉱
泉

「白
泉
荘
」
に
十

四
名
の
会
員
が
集
合
し
た
。
こ
こ

は
豊
富
な
炭
酸
水
が
湧
出
す
る
の

で
、
早
朝
か
ら
車
で
こ
の
水
を
汲

み
に
く
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。

こ
の
夜
は
久
し
ぶ
り
に
出
席
し
た

人
も
い
て
、
懇
親
会
は
差
し
入
れ

の
酒
瓶
を
林
立
さ
せ
て
和
気
あ
い

あ
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
早
朝
、
東
麓
か
ら
の
縦
走
班

四
名
は

一
足
先
に
宿
を
出
る
。
本

隊
の
十

一
名
は
マ
イ
カ
ー
五
台
に

分
乗
し
て
、
北
側
の
男
池
へ
向
か

う
。
男
池
は

「
日
本
百
名
水
」
に

選
ば
れ
た
豊
富
な
湧
水
が
あ
り
、

多
く
の
行
楽
客
で
駐
車
場
は
早
く
も
満
杯

状
態
。
北
か
ら
西
へ
回
り
込
む
深
い
樹
林
帯
の

登
山
道
を

一
列
に
な
っ
て
歩
く
。
こ
の
コ

ー
ス
中
、
唯

一
の
水
場
「か
く
し
水
」ま
で

は
、
ほ
ぼ
平
坦
な
森
林
の
遊
歩
道
。
や
が

て
木
の
根
、
岩
角
を
踏
む
急
坂
を
登
り
き

る
と
、
火
口
底
の
よ
う
な
小
盆
地

「
ソ
バ

バ
ッ
ケ
」
に
着
い
て

一
息
入
れ
る
。
見
上

げ
る
と
平
治
岳
と
北
大
船
の
肩
の
辺
り
に

陽
光
が
差
し
て
、
紅
葉
が

一
際
美
し
い
。

こ
こ
か
ら

「風
穴
」
ま
で
、
大
船
山
と

黒
岳
と
の
裾
合
谷
を
行
く
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
激
し
い
岩
だ
ら
け
の
歩
き
に
く
い
道

だ
が
、　
一
時
間
余
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
登

る
。
風
穴
に
も
多
く
の
登
山
者
が
た
む
ろ

し
て
い
た
が
、
日
帰
り
で
先
行
し
た
田
上

会
員
の
メ
モ
を
見
つ
け
て
、
小
憩
の
あ
と

胸
を
突
く
急
坂
に
取
り
つ
く
。
山
頂
部
火

口
跡

「
み
い
く
ば
」
の
鞍
部
で
田
上
フ
ァ

ミ
リ
ー

（寿
美
子
夫
人
と
六
歳
の
長
男
叡

一
君
）
と
合
流
す
る
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
縦
走
班
と
連
絡
を

取
る
。
何
と
す
で
に
黒
岳
最
高
点
の
高
塚

（
一
五
八
七
メ
ー
ト
ル
）
に
着
い
て
い
た
。

白
水
か
ら
三
時
間
半
の
標
準
タ
イ
ム
を
大

幅
に
短
縮
し
て
、
駆
け
上
が
っ
て
き
た
ら

し
い
。
マ
カ
ル
ー
登
山
隊
に
参
加
し
た
馬

場
博
行
会
員
を
中
心
に
し
た
熊
本
支
部
青

年
部
？

（た
だ
し
平
均
年
齢
五
十
五
歳
）

の
パ
ワ
ー
に
感
心
す
る
。

本
隊
は
そ
の
ま
ま
岩
峰
の
天
狗

（
一
五

五
六
メ
ー
ト
ル
）
に
直
行
す
る
が
、
程
な

く
縦
走
班
も
追
い
つ
い
て
き
た
。
天
狗
は

ま
る
で
巨
石
の
ケ
ル
ン
。
岩
場
の
ル
ー
ト

は
登
降
す
る
登
山
者
で
交
通
渋
滞
。
エ
イ

坊

（叡

一
君
）
は
子
猿
の
よ
う
に
岩
場
を

駆
け
回
り
、
両
親
の
ハ
ラ
ハ
ラ
を
よ
そ
に

登
山
者
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
た
。

山
頂
着
十

一
時
半
。
少
し
早
い
が
、
風

を
避
け
、
灌
木
の
下
に
潜
り
込
ん
で
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
と
す
る
。
時
折
ガ
ス
が
か
か
る

天
気
だ
が
、
正
面
の
高
塚
や
眼
下
に
広
が

る

「
み
い
く
ば
」
の
樹
海
の
紅
葉
が
美
し

い
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
西
側
に
大
き

く
迫
る
大
船
山
の
山
腹
を
飾
る
錦
繍
に
は

目
を
見
張

っ
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
、
不
在

　

の

者
投
票
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
も
い
た
の
　

０

で
、
早
め
に
全
員
往
路
を
男
池
へ
下
る
。

懸
念
さ
れ
た
空
模
様
は
下
る
に
つ
れ
て
次

第
に
よ
く
な
り
、
男
池
か
ら
帰
路
に
つ
く

頃
は
雲

一
つ
な
い
秋
晴
れ
に
な
っ
た
。

（本
田
誠
也
）

奥
三
界
山

・
秋
季
懇
親
山
行

十
月
十
二
、
十
三
日
、
四
十
六
名
の
大

所
帯
で
、
裏
木
曾
県
立
自
然
公
園
内
の
奥

三
界
山

（
一
八

一
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
秋
季

懇
親
山
行
を
行
っ
た
。

十
二
日
十
七
時
、
森
の
さ
さ
や
き
が
耳

を
澄
ま
せ
ば
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
、
静

JAC
支部だよリ

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポートします。

錦繍の高塚を背景に黒岳 。天狗山頂で

肢
阜
支
部
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か
な
た
た
ず
ま
い
の
川
上
村
夕
森
の
夕
森

荘
に
二
十

一
名
が
集
合
。
十
八
時
か
ら
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
今
回
の
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー

森
本

一
郎
会
員
か
ら
コ
ー
ス
概
要
の
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
東
京
、
京
都
、
長
野
、

石
川
、
愛
知
な
ど
遠
方
か
ら
の
会
員

ｏ
会

友
も
交
え
て
杯
を
酌
み
交
わ
し
、
夜
遅
く

ま
で
懇
親
を
深
め
た
。

十
三
日
、
当
日
参
加
の
十
五
名
の
会
員

が
夕
森
荘
で
合
流
、
車
に
分
乗
し
て
八
時

に
出
発
し
た
。
夕
森
か
ら
丸
野
林
道
の
砂

利
道
を
ゆ
っ
く
り
行
く
。
イ
セ
谷
の
最
上

流
ま
で
の
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
四
十
分

も
要
し
た
。

九
時
、
登
り
に
か
か
る
。
低
気
圧
が
東

海
沖
を
ゆ
っ
く
り
通
過
す
る
た
め
、
昼
ご

ろ
ま
で
雨
が
残
る
と
い
う
予
報
で
あ
っ
た

が
、
朝
か
ら
晴
れ
上
が
り
、
快
晴
に
恵
ま

れ
て
の
登
山
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
全
域
が
国
有
林
で
あ
る
。
急

坂
を
梯
子
で
登
っ
て
支
尾
根
に
出
た
。
背

丈

一
メ
ー
ト
ル
余
り
の
熊
笹
に
お
お
わ
れ
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
ヒ
ノ
キ
、
ア
ス
ナ
ロ
、

ネ
ズ
コ
な
ど
伐
採
を
免
れ
た
自
然
林
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
セ
谷
の
支
流
を
沢
沿
い
に
登
り
、
奥

夕
森
の
夕
森
庭
園
に
着
い
た
。
池
塘
が
点

在
し
、
景
色
の
よ
い
庭
で
あ
る
。
さ
ら
に

登
る
と
、
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
コ
ウ
ヤ
マ

キ
な
ど
木
曾
五
木
の
生
い
茂

っ
た
昼
な
お

暗
い
針
葉
樹
林
帯
に
入

っ
た
。

そ
の
中
に
あ
る
小
さ
な
鏡
池

が
、
秋
の
柔
ら
か
い
陽
射
し

を
受
け
、
周
囲
の
針
葉
樹
や

紅
葉
を
水
面
に
映
し
、
静
ま

り
返
っ
て
い
た
。

十

一
時
に
全
員
が
頂
上
ヘ

登
っ
た
。
森
本
リ
ー
ダ
ー
の

音
頭
で

「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
を
唱

和
し
て
昼
食
。
展
望
台
か
ら

は
木
曾
の
御
嶽
や
、
昨
年
岐

阜
支
部
で
登

っ
た
井
出
小
路

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。

十
二
時
下
山
に
か
か
り
、

十
三
時
三
十
分
登
り
回
の
丸

野
林
道
へ
全
員
帰
着
し
た
。

（清
水
芳
彦
）

奥三界山頂上に登った46人の大所帯

図書 紹介
大
森
久
雄

・
著

『本
の
あ
る
山
旅
』

隔
月
刊
だ

っ
た

『ビ
ス
タ
ー
リ
』
誌
に

連
載
さ
れ
、
好
評
だ
っ
た
文
が

一
冊
に
ま

と
ま
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
永
年
本
造
り
に

携
わ
っ
た
著
者
は
文
筆
に
も
傑
れ
、
山
歴

も
豊
富
だ
か
ら
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
紀

行
と
随
想
二
十
九
篇
は

〃本
の
あ
る
―
〃

を
抜
き
に
し
て
、
す
で
に
見
事
な
作
品
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
挿
入
引
用
さ
れ

て
い
る
の
が
百
数
十
名
の
著
者
の
、
数
百

篇
で
、
紀
行
あ
り
、
随
想
あ
り
、
あ
る
い

は
論
文
、
文
芸
作
品
と
多
彩
で
あ
る
。
大

森
氏
が
本
に
ま
つ
わ
る
旅
を
し
、
こ
の
名

の
本
を
出
す
に
至

っ
た
気
持
ち
は
ま
こ
と

に
快
い
。

著
者
の
文
は
そ
の
人
柄
の
よ
う
に
穏
や

か
で
、
細
か
い
点
の
描
写
ま
で
神
経
が
行

き
届
い
て
い
て
、
し
か
も
無
駄
が
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
引
用
さ
れ
て
い
る
文
も
で
き
得

る
限
り
少
な
い
部
分
に
と
ど
め
て
あ
り
、

効
果
的
だ
。
近
ご
ろ
の
本
の
装
丁
は
厚
紙 カット 中村あや

（実
は
も
ろ
い
）
と
大
き
な
活
字
の
も
の

が
多
い
が
、
本
書
は
全
く
逆
で
、
と
く
に

カ
バ
ー
に
な

っ
て
い
る
表
紙
を
め
く

っ
た

中
の
表
紙
は
、
小
さ
な
活
字
の
書
名
が
あ

る
だ
け
で
、
著
者
の
名
も
出
版
社
の
名
も

な
く
、
優
雅
さ
を
感
じ
る
。
巻
末
に

〃書

物
の
条
件
〃
を
書
い
て
い
る
著
者
の
指
針

も
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
ど
な
た
に
も
お

す
す
め
し
た
い

一
冊
で
あ
る
。
（川
崎
精
雄
）

一
九
九
六
年
十

一
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行

二
八
五
ペ
ー
ジ

千
八
百
五
十
四
円

『カ
ラ
コ
ル
ム
に
お
け
る

イ
タ
リ
ア

・
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
』

＞
一０
一コ
一∽
ヨ
０
一汁Ｄ
〓０
コ
０
一コ
バ
ω
「０
バ
０
「Ｅ
ヨ

イ
タ
リ
ア
の
遠
征
隊
が
ア
ブ
ル
ッ
チ
侯

　

つ

指
揮
下
で
カ
ラ
コ
ル
ム
に
入

っ
た
の
が

一　
　
〇

九
〇
九
年
。
そ
れ
以
来

一
世
紀
に
及
ぶ
こ

の
山
域
で
の
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
の
Ｋ
２
や

ガ

ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
な
ど
で
の
活
躍
が
、
美

し
い
写
真
と
と
も
に
語
ら
れ
る
。
ト
リ
ノ

に
あ
る
国
立
山
岳
博
物
館
で
の
特
別
展
の

カ
タ
ロ
グ
を
兼
ね
た
冊
子
。
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

オ

・
セ
ル
ラ
が
二
〇
世
紀
初
頭
に
撮

っ
た

写
真
が
見
事
。
（
一
九
九

一
年
刊
　
一
二

九
ペ
ー
ジ
）。

バ
ｍ̈

『̈ゴ
≡
０
コ
０
く
ｍ
Ｏ
ｍ
コ
計０
〇
一コ
●
Ｅ
Ｄ
コ
計ｍ
‐

口
Ｅ
Ｄ
鮮
「ｏ

同
じ
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

一
九
五
四
年
か

ら
九
二
年
ま
で
の
Ｋ
２
に
お
け
る
イ
タ
リ

ア
隊
の
活
躍
が
、
写
真
、
新
聞
、
劇
画
な

ど
で
再
現
発
行
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
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風
エ
ス
プ
リ
に
あ
ふ
れ
た
造
本
と
な
っ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（宮
下
啓
三
）

（
一
九
九
四
年
刊
　
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
　
国

立
山
岳
博
物
館

・
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
ト

リ
ノ
支
部
編
集
）

高
田
宏
＝
文

・
細
川
剛
＝
写
真

『
ウ

ェ
ス
ト

ン
の
森
』

上
高
地

・
島
々
谷
の
朝
と
夜

今
年
は
Ｗ

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
名
を
よ
く

耳
に
す
る
。
日
本
に
つ
い
て
書
い
た
も
う

一
冊
の
本
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
明
治
見
聞
記
」

が

一
種
の
日
本
人
論
の
本
と
し
て
、
ま
た

明
治
二
十

一
年
～
大
正
三
年
頃
の
日
本
を

異
邦
人
の
目
で
見
た
写
真
集
な
ど
が
豊
田

市
で
展
示
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

上
高
地
で
は
毎
年
六
月
の
第

一
日
曜
日
に
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
が
開
か
れ
て
い
る
。
新
緑

の
こ
の
時
期
、
渓
は
千
万
の
若
葉
に
包
ま

れ
、
小
雨
に
煙
り
、
霧
が
流
れ
る
。

本
書
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
歩
い
た
、
新

緑
の
島
々
谷
か
ら
上
高
地
を

「新
緑
の
島

々
谷
」
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
な
森
」ま
で
十

一

の
物
語
に
ま
と
め
、
写
真
は
森
の
写
真
家

―

自
然
と
人
間
の
接
点
を
テ
ー
マ
と
す

る
細
川
氏
が
三
十

一
枚
を
掲
載
、
あ
り
の

ま
ま
の
森
を
実
に
美
し
く
撮

っ
て
い
る
。

巻
末
に
撮
影
ノ
ー
ト
と
あ
と
が
き
が
あ
る
。

本
文
は

「
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ
ェ
ス
ト
ン

と
歩
く
、
き
ら
め
く
森
の
物
語
」
で
氏
の

文
章
引
用
を
中
核
に
、
古
今
東
西
の
名
著

に
話
は
及
び
、
自
然
へ
の
想
い
は
ふ
く
ら

む
。
苔
む
し
た
森
の
倒
木
を
虫
眼
鏡
を
通

し
て
見
る
と
そ
こ
に
熱
帯
雨
林
が
あ
り
、

自
然
の
い
ち
ば
ん
繊
細
な
手
仕
事
は
、
小

さ
な
も
の
の
中
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
深
田

久
弥
氏
の

「避
衆
登
山
」
の
話
が
出
て
き

た
り
、
山
の
エ
ッ
セ
ー
と
し
て
詩
心
の
あ

ふ
れ
た
好
著
と
思
え
る
。
　

（三
沢

一
三
）

一
九
九
六
年
十
月
発
行
　
日
本
テ
レ
ビ

放
送
網
帥
　
一
三
六
ペ
ー
ジ
　
千
五
百

円
安
藤
忠
夫

・
編

『東
海
山
岳
　
第
七
号
』

「東
海
地
区
の
山
の
総
合
誌
」
を
目
指
し
、

支
部
会
員
、
会
友
延
べ
四
十
数
名
の
執
筆

に
よ
る
、
記
録
、
紀
行
、
研
究
、
随
想
、

図
書
紹
介
な
ど
か
ら
な
る
、
Ａ
５
判
四
〇

〇
ペ
ー
ジ
を
超
す
大
冊
が
上
梓
さ
れ
た
。

全
体
は
五
部
よ
り
構
成
さ
れ
る
が
、　
一

部
、
二
部
は
外
国
登
山
の
記
録
な
ど
で
、

全
体
の
約
三
分
の

一
を
占
め
、
九
本
の
研

究
論
文
が
約
三
分
の

一
、
残
り
の
三
分
の

一
が
国
内
登
攀
、
紀
行
、
随
想
で
構
成
さ

れ
、
支
部
年
表
や
図
書
紹
介
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ン
峰
、
チ
リ
ン
峰
の
カ
ラ
コ
ル

ム
の
二
つ
の
初
登
頂
の
記
録
や
エ
ベ
レ
ス

ト

・
サ
ウ
ス
ピ
ラ
ー
の
記
録
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。
研
究
論
文
と
は
い
え
肩
の
凝

ら
な
い
読
み
物
と
し
て
も
楽
し
め
る
。

大
半
の
原
稿
は
、
会
員
か
ら
自
発
的
に

寄
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
調
和
は
ど
こ
か
ら
湧
き
出
て
く
る

の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
シ
リ
ー
ズ
化
し
た

と
い
う
読
み
物
の

「
い
で
湯
の
山
旅
」
十

六
本
な
ど
、
支
部
会
員
相
互
間
の
余
裕
す

ら
感
じ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
（柏
木
宏
信
）

一
九
九
六
年
九
月
　
日
本
山
岳
会
東
海

支
部
発
行
　
Ａ
５
判
　
四
〇
五
ペ
ー
ジ

頒
価
三
千
二
百
円

上
條
　
武

・
著

『
上
高
地

―

神

河
内

絵
画
き
宿
』

上
高
地
河
童
橋
際
に
建

つ
五
千
尺
ホ
テ

ル
は
、
大
正
四
年

（焼
岳
の
噴
火
に
よ
り

大
正
池
が
出
現
し
た
年
）
に
開
業
し
た
と

い
う
。
本
書
は
、
そ
の
創
業
者
で
あ
る
井

口
良

一
の
残
し
た
絵
日
記
を
基
に
、
彼
の

半
生
を
描
き
追
想
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

旅
館
の
故
事
来
歴
を
様
々
な
資
料
を
使

っ

て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
央
線
に
松
本
駅
が
で
き
た
の
は
明
治

二
十
六
年
で
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
駅
前

に
商
人
や
旅
の
人
を
相
手
と
す
る
旅
館
が

い
く
つ
か
で
き
た
が
、
そ
の

一
つ
に
養
老

館
が
あ
っ
た
。
こ
の
養
老
館
の
別
館
と
し

て
上
高
地
に
建
て
ら
れ
た
の
が
五
千
尺
の

前
身
で
あ
っ
た
。

創
業
者
の
井
口
良

一
は
、
若
い
時
か
ら

画
家
に
な
る
こ
と
を
夢
見
、
上
京
し
て
黒

田
清
輝
の
主
宰
す
る
研
究
所
に
入
り
絵
の

勉
強
を
し
た
が
、
結
局
は
家
業
を
継
が
ざ

る
を
得
ず
、
志
し
半
ば
に
し
て
松
本
に
戻

り
、
上
高
地
別
館

（支
店
）
の
経
営
に
携

わ
っ
た
。
こ
の
旅
館
が
、
い
つ
の
間
に
か

〃絵
画
き
宿
〃
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
あ
る
か
ら
、
画
家
と
し
て
の
道
を
決

し
て
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
親
元
を
離

れ
て
絵
を
続
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
、

と
も
い
え
る
。

旅
館
の
経
営
か
ら
は
、
間
も
な
く
離
れ

て
し
ま
う
が
、
そ
の
後
は
い
く
つ
か
の
学

校
の
美
術
の
先
生
と
し
て
生
涯
を
送
り
、

終
生
画
を
え
が
き
続
け
た
。
ま
た
旅
を
し

た
と
き
は
絵
紀
行
、
日
常
の
生
活
は
絵
日

記
に
描
い
た
。
本
書
の
第
Ⅱ
部
に
収
録
さ

れ
た

〃高
山
絵
紀
行
〃
は
、
上
高
地
か
ら

高
山
ま
で
の
旅
を
絵
と
文
で
綴

っ
た
も
の

で
、
前
に
単
行
本
と
し
て
出
て
い
る

（銀

河
書
房

・
昭
和
五
十
九
年
）
が
、
こ
こ
に

描
か
れ
た
人
物
の
表
情
に
は
な
か
な
か
の

雅
趣
が
感
じ
ら
れ
味
わ
い
深
く
、
交
際
の

あ

っ
た
茨
木
猪
之
吉
の
人
物
ス
ケ
ッ
チ
を

街
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
惜
し
む
ら

く
は
、
単
行
本
の
時
か
ら
み
る
と
挿
入
さ

れ
て
い
る
絵
が
か
な
り
省
か
れ
、
単
色
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
信

濃
山
岳
会
会
員
で
、
山
に
登
り
山
の
絵
紀

行
を
残
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
次
巻

で
取
り
上
げ
る
と
の
こ
と
、
期
待
し
た
い
。

（岩
瀬
暗
祐
）

一
九
九
六
年
四
月
　
独
木
書
房
発
行

四
六
六
ペ
ー
ジ
　
三
千
八
百
円
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爾

十
月
理
事
会

日
時
　
十
月
十
七
日
困
　
十
八
時
三
十
五

分
～
十
九
時
四
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

村
木
会
長
、
中
村
、
斎
藤
、

宮
下
各
副
会
長
、
大
屋
、
吉
永
、
中
川
、

大
谷
、
松
浦
、
伊
藤
、
水
野
、
堀
井
、
渡

邊
、
溝
回
、
田
邊
、
宇
田
川
、
熊
崎
、
大

蔵
各
理
事
、
川
崎
、
石
橋
各
監
事
、
小
倉
、

大
倉
、
村
井
、
大
森
、
神
崎
各
常
任
評
議

口貝［委
任
］
山
本
、
南
井
各
理
事
、
重
廣
常

任
評
議
員

【審
議
事
項
】

Ｈ
　
Ｗ

・
ウ
エ
ス
ト
ン
師
の
写
真
借
用
許

可
願
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
屋

駐
日
英
国
大
使
館
で
毎
年

一
回
発
行
の

広
報
誌

［Ｏ
ｃ
”
ｒ
ぞ

ω
ユ
ご
Ｆ
］
（
一
九
九

七
年

一
月
発
行
予
定
）
に

「
日
本
で
活
躍

し
た
英
国
人
」
を
企
画
、
登
山
で
有
名
な

宣
教
師
Ｗ

・
ウ
エ
ス
ト
ン
も
そ
の
ひ
と
り

と
し
て
紹
介
す
べ
く
、
英
国
大
使
館
広
報

部
よ
り
本
会
所
蔵
の
顔
写
真
借
用
願
が
出

さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

Ｏ
　
Ｗ

ｏ
ウ
エ
ス
ト
ン
の
資
料
写
真
の
借

用
許
可
願
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
大
屋

島
根
県
松
江
市
在
住
の
岡
崎
秀
紀
氏
が

独
自
で
研
究
を
行
い
、
チ
ベ
ッ
ト
学
僧
能

海
寛
氏
と
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
が
慶
応
義
塾
で

出
会

っ
た
新
事
実
な
ど
、
岡
崎
氏
の
地
道

な
努
力
の
成
果
を
紙
面
で
紹
介
す
る
た
め
、

本
会
所
蔵
の
資
料
写
真
の
借
用
願
が
中
国

新
聞
社
松
井
総
局
よ
り
出
さ
れ
た
。
承
認

国
　
マ
ナ
ス
ル

ｏ
フ
ィ
ル
ム
借
用
願
の
件
大
屋

平
成
九
年

一
月
二
十
五
～
二
十
七
日
開

催
予
定
の

「関
東
高
体
連
登
山
部
顧
問
研

修
会
」
で
、
日
下
田
実
会
員

（
マ
ナ
ス
ル

登
頂
隊
員
）
が
講
演
、
そ
れ
に
伴
い
上
映

し
た
い
、
と
し
て
本
会
所
有

（制
作

一
九

五
六
年
　
毎
日
新
聞
社
）

一
六
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム

「
マ
ナ
ス
ル
に
立

つ
」
の
借
用
許
可

願
が
、
同
事
務
局
長
渡
邊
雄
二
氏

（本
会

会
員
）
よ
り
出
さ
れ
た
。
　
　
　
　
承
認

四
　
本
年
度
年
次
晩
餐
会
の
件
　
　
中
川

十
二
月
七
日
０
、
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
て
開
催
。
会
費

・
一
万
五
千
円
。

①
マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
講
演
会

・
映
写
会

写
真
パ
ネ
ル
展

（毎
日
新
聞
社
）
場
所

＝
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
本
館

ｏ
プ
リ

ン
ス
ル
ー
ム

②
Ｋ
２
登
頂
報
告
会

（講
演
会

・
ビ
デ
オ

・
写
真
パ
ネ
ル
展
示
）

ス
ケ
ッ
チ
絵
画
展

・
写
真
展
、
委
員
会

同
好
会
発
表
展
示
。
場
所
＝
新
高
輪
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル

・
慶
雲
の
間
　
　
承
認

国
　
会
計

（中
間
）
報
告
の
件
　
　
吉
永

平
成
八
年
度
上
半
期

（四
～
九
月
）
の

収
入
＝
九
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
支
出
は

執
行
率
四
〇

ｏ
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

対
象
会
員
＝
五
千
四
百
九
十
九
名
、
未
納

金
約
八
百
万
円
に
つ
い
て
は
十
月
末
に
振

替
請
求
書
を
送
付
。
上
半
期
新
入
会
員
＝

百
五
十
七
名

（二
十
六
歳
未
満
＝
八
名
）。

国
　
会
計
監
査
報
告
の
件
　
　
　
　
川
崎

十
月
十
五
日
実
施
、
出
納
簿

・
預
金
通

帳

・
支
出
伝
票
と
も
記
帳
は
正
確
に
な
さ

れ
、
支
出
に
つ
い
て
も
妥
当
で
あ
る
こ
と

を
認
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

問
　
講
師
派
遣
要
請
の
件
　
　
　
　
大
屋

①
十

一
月
二
十
三
日
０
、
越
後
支
部
創
立

五
十
周
年
記
念
晩
餐
会
の
イ
ベ
ン
ト

「
マ

カ
ル
ー
登
山
」
講
演
の
講
師
と
し
て
、
重

廣
常
任
評
議
員
の
派
遣
が
越
後
支
部
よ
り

要
請
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

②
十
月
二
十
七
日
同
、
青
森
県
山
岳
連
盟
、

日
本
山
岳
会
青
森
支
部
、
青
森
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
共
催
に
よ
る

「白
神
山
地
を
考

え
る
登
山
者
の
集
い
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、

本
会
自
然
保
護
委
員
会

ｏ
澤
井
政
信
委
員

長
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
を
要
請
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

Ｈ
　
ネ
パ
ー
ル

・
マ
ナ
ス
ル
四
十
周
年
記

念
行
事
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
永

十
月
二
日
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
関
係
者
七

名
を
含
む
二
十

一
名
で
訪
問
。
十
月
四
日

本
会
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
現
地
よ
り
前

・
現
総
理
を
始
め
百
三
十
名
の
出
席
で
開

催
。
席
上
、
ク
リ
シ
ュ
ナ

・
Ｂ

・
バ
ル
マ

氏
に
対
す
る
名
誉
会
員
の
推
戴
、
同
行
の

毎
日
新
聞
記
者
よ
り
毎
日
新
聞
社
記
念
品

の
贈
呈
。
マ
ナ
ス
ル
を
飛
行
訪
問
。
関
係

者
の
国
王
謁
見
。
十
月
八
日
ネ
パ
ー
ル
登

山
協
会
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
招
待
を
受
け
て
、

後
帰
国
し
た
。

村
木
会
長
よ
り
、
先
行
し
て
現
地
折
衝

に
当
た
ら
れ
た
松
田
評
議
員
、
現
地
に
お

け
る
各
種
行
事
に
努
力
さ
れ
、
滞
り
な
く

進
行
に
当
た
ら
れ
た
宮
原
魏
会
員
に
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

口
　
Ｋ
２
登
山
隊

一
九
九
六
の
件
　
大
屋

九
月
二
十
七
日
、
明
治
大
学
創
立
百
周

年
記
念
会
館
に
お
い
て
、
祝
賀

・
報
告
会

を
開
催
、
青
年
部

。
学
生
部
の
努
力
で
二

百
三
十
名
が
参
加
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
。

口
　
全
国
支
部
懇
談
会
の
件

（主
管
＝
東

海
支
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川

十
月
五
～
六
日
、
鳳
来
町

「山
び
こ
の

丘
」
を
主
会
場
と
し
て
開
催
、
本
部
よ
り

宮
下
副
会
長
以
下
Ｋ
２
登
山
隊
メ
ン
バ
ー

を
含
め
十
八
名
が
参
加
。
人
工
壁
の
登
攀
、

中
高
年
登
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
突

っ
込

ん
だ
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
翌
日
の
登
山
も

含
め
て
、
来
年
Ｋ
２
登
山
を
目
指
す
東
海

支
部
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
い
で
あ
っ
た
。

四
　
評
議
員
会
議
の
件
　
　
　
　
　
小
倉

十
月
十
六
日
因
、
評
議
員
会
議
を
開
催

（出
席
十
六
名
、
委
任
三
名
、
村
木
会
長
、

中
村
、
宮
下
各
副
会
長
）、
議
題
と
し
て

本
年
度
の
名
誉
会
員
推
薦
に
つ
い
て
審
議
。
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七
名
の
推
薦
を
村
木
会
長
に
具
申
。

【委
員
会
報
告
】

●
青
年
部

・
宇
田
川

ｏ
日
本
山
岳
会
全
国
大
学
山
岳
部
監
督
会

議
に
つ
い
て
。

ｏ
Ｋ
２
登
頂
報
告
会
、
十
月
二
十
四
日

恵
比
寿
区
民
会
館
に
て
開
催
。

●
科
学
研
究
委
員
会

・
松
浦

・
十
月
二
日
開
催
の
講
演
会

「環
境
と
森

林
」
が
盛
況
裡
に
終
わ
り
、
内
容
を
広
く

会
員
に
伝
え
る
た
め
、
「山
」
に
記
事
と

し
て
掲
載
す
る
。

●
自
然
保
護
委
員
会

・
大
蔵

①
鳥
海
山
中
間
報
告
書
が
完
成
、
九
月
十

九
日
、
環
境
庁

・
山
形
県
庁
環
境
保
護
課

に
提
出
し
た
。

②
十
月
二
十
七
日
、
青
森
の

「白
神
山
地

を
考
え
る
登
山
者
の
集
い
」
で
、
澤
井
委

員
長
、
伊
藤
委
員
が
考
え
方
を
発
表
予
定
。

③
自
然
観
察
会
を
十

一
月
十
六
日
、
函
南

―
カ
ン
ナ
ミ
原
生
林
で
行
う
。
講
師

・
山

口
博
昭
氏
。

④
山
の
自
然
学
講
座
活
動
に
つ
い
て
。

・
ネ
パ
ー
ル

ｏ
シ
バ
プ
リ
の
植
林
は
、
現

地
住
民
の
協
力
で
七
百
本
を
植
樹
し
た
。

ｏ
上
高
地
山
研
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
は
、

延
べ
二
千
人
に
自
然
解
説
。
山
研
と
温
泉

ホ
テ
ル
で

「山
の
自
然
を
語
る
夕
べ
」
を

二
十
回
開
催
、
延
べ
五
百
人
の
参
加
が
あ

り
大
変
好
評
だ
っ
た
。

●
ヨ
セ
ミ
テ

●
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
調
査

行
と
し
て
九
月
に
九
名
が
渡
米
、
ウ
イ
ル

ダ
ネ
ス
地
区
を
四
日
間
歩
き
公
園
管
理
協

会
担
当
者
と
の
話
し
合
い
も
で
き
た
。

●
山
研
委
員
会

・
溝
口

・
山
岳
研
究
所
利
用
現
況
報
告

月

月

月

月

月

計

４．
　

　

　

　

　

合

●
総
務
委
員
会

・
中
川

・
十
月
二
十
六
日
、
十
四
時
よ
り
上
半
期

新
入
会
員
を
対
象
と
し
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
開
催
。

ｏ
十
二
月
七
日
、
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
支
部
長
会
議
を
開
催
。

●
集
会
委
員
会

・
中
川

①
十
月
十
八
～
二
十
日
、
き
の
こ
山
行
、

山
形
支
部
の
協
力
を
得
て
山
形
県
摩
耶
山

に
て
実
施
。

②
十
二
月
八
日
、
年
次
晩
餐
会
後
の
懇
親

山
行
は
奥
多
摩

ｏ
日
の
出
山
で
実
施
。

③
平
成
九
年

一
月
十
～
十
二
日
、
ス
キ
ー

懇
親
会
、
八
方
尾
根
国
民
宿
舎
。

●
指
導
委
員
会

・
熊
崎

青
年
部

・
学
生
部
と
の
共
催
に
よ
り
十

月
十
九
日
か
ら
、
講
師
四
名
、
研
修
生
二

山岳研究所利用状況

宿泊数  金 額   ゴミ代
164人
149
173
343
100
929

571,000円

515,300

508,300

1,100,100

303,000

2,997,700

16,400円

14,900

17,300

34,300

10,000

92,900

10月  104人 (10月 17日現在予約数)

十
名

（学
生
十
三
名
）
の
参
加
を
も
っ
て
、

富
山
県
立
山
の
文
部
省
登
山
研
修
所
に
お

い
て
、
岩
登
り
技
術
研
修
会
を
開
催
す
る
。

中
級
程
度
以
上
の
岩
登
り
経
験
者
を
対

象
と
し
、
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
中
心
に
、
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
お
け
る
も

っ
と
も
理
想

的
な
確
保
技
術
と
は
何
か
を
検
討
し
、
習

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

回
■
■
日

1 10
日 月

２

日

３

日

４

日

７

日

８

日

９

日

１１

日

１５

日

１６

日

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

青
年
部

科
学
委
員
会
　
集
会
委
員
会
　
山

学
研
学
生
部
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会
　
山
岳
編
集
委
員
会

資
料
委
員
会

二
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ
　
自
然
保
護
委
員
会
　
９５

同
期
会

ジ
ャ
ッ
ク
９８
会

Ｍ凶
童
日丞
台
貝
〈
ム

山
研
委
員
会
　
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ

委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
評
議
員
会
　
常
務
理
事
会
　
三
水

21 18 17
日 日 日

２２

日

２３

日

２４

日

２６

日

２８

日

２９

日

３０

日

３１

日

会理
事
会
　
集
会
委
員
会
　
学
生
部

緑
爽
会

総
務
委
員
会
　
山
岳
編
集
委
員
会

図
書
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
遭

難
対
策
委
員
会

総
務
委
員
会
　
学
生
部

総
務
委
員
会

（新
入
会
員
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

山
げ
ら
の
会
　
山
学
研

科
学
委
員
会
　
９５
同
期
会

資
料
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
学
生
部

１０
月
来
室
者
７００
名

(21)

東京グリーンホカン都内に3店舗654室
各種ご宴会,ご会合にご利用下さい

Ｌ
「
Ｊ

‐ヽ“ホ・‐‐・に出一一覇Ｊ

「
″
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
・‥ゴ
旦
「
Ｅ

ｆ
〓

〓

“
〓
】
ヨ

一熟
〓

〓

Ｈ
〓

』諄
】

“
響
〓
】
〓
丁
偉
＝

ば
〓
一̈
¨̈
」̈一
一
一
日

水 道 橋 店●〒101東京都千代田区三崎町1+16 丁EL03‐3295‐ 4161

御茶ノ水店●〒101東京都千代田区神田淡路町2-6 TEL03‐ 3255-4161

後 楽 園 店●〒112東京都文京区後楽1-1-3   丁EL03-38164161



山 619■ 996012020(第二種郵便物認可 )

INFORMAT10N◆
第
六
十
八
回

「山
の
自
然
学
講
座
」

自
然
保
護
委
員
会

日
時
　
一
月
十
八
日
田
　
十
三
～
十
七
時

場
所
　
カ
ン
ダ
パ
ン
セ

（Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅

西
日
下
車
、
正
面
の
南
に
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
三
崎
町
二
丁
目
の
信

号
を
右
折
し
て
す
ぐ
左
）

内
容
　
雷
鳥
保
護
と
調
査
活
動
の
実
際

（東
京
農
大
動
物
学
教
室
講
師

・

北
原
正
宣
氏
）

山
の
自
然
保
護
の
在
り
方

（岡
島
茂
行
会
員
）

参
加
費
　
二
千
円

（学
生
五
百
円
）

申
込
　
当
日
で
可

問
合
わ
せ
　
自
然
保
護
委
員
会

・
熊
野
将

（Ⅲ
・
〇
三
―
三
八
二
〇
―
〇
二
五
七
）

◆
第
二
十
五
回
山
岳
史
懇
談
会闘凶
童
日泰
台
員
〈
〓

今
回
か
ら
、
山
域
ご
と
の
登
山
史
が
テ

ー
マ
で
す
。
立
山

ｏ
創
岳
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
大
正
十
年

（槙
氏
の
ア
イ
ガ
ー
東

山
稜
）
以
降
か
ら
昭
和
二
十
年
代
前
半
を

中
心
に
、
明
治
末
の
柴
崎
芳
太
郎
氏
、
吉

田
孫
四
郎
氏
の
登
山
に
も
言
及
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

日
時
　
二
月
二
十

一
日
０
　
十
八
時
三
十

分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

演
題
　
立
山

・
創
岳
の
登
山
史

講
師
　
井
上
　
晃
会
員

（富
山
市
在
住
）

◆
八
ヶ
岳
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
研
修
会

指
導
委
員
会

・
学
生
部

・
青
年
部
共
催

卓
越
し
た
技
術
と
経
験
を
持
つ
講
師
が
、

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
最
新
理
論
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す
。
初

心
者
、
未
経
験
者
、
中
上
級
者
ま
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
九
年
二
月

一
日
田
～
三
日
同

集
合
　
一
日
朝
六
時
に
美
濃
戸
ロ
バ
ス
停

前

（ま
た
は
朝
九
時
赤
岳
鉱
泉
）

＊
中
途
参
加
も
可
能
で
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
　
原
則
と
し
て
積
雪
期
登
山
及
び
岩

登
り
の
経
験
が
あ
る
者
。

＊
未
経
験
者
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
容
　
①
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
お
け

る
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

②
ダ
ブ
ル
ア
ッ
ク
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

③
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
お
け

る
懸
垂
下
降
技
術

④
ジ
ョ
ウ
ゴ
沢
ほ
か
本
番
ル
ー
ト

で
の
実
践
登
攀

⑤
積
雪
期
登
山
に
お
け
る
セ
ル
フ

レ
ス
キ
ュ
ー
技
術

講
師
　
山
本

一
夫

（指
導
委
員
会
委
員

・

日
本
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
協
会
所

属
）
ほ
か

費
用
　
赤
岳
鉱
泉
宿
泊
希
望
者

（二
万
五

千
円

。
二
泊
朝
夕
食
付
き
）

天
幕
泊
希
望
者

（
一
万
円

・
天
幕
、

食
事
は
自
前
で
用
意
願
い
ま
す
）

申
込
　
指
導
委
員
会
理
事

ｏ
熊
崎
和
宏
ま

で

（鴨

ｏ
Ｏ
四
三
二
―
三
七
―
四

六
八
二
）。
詳
細
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
な
お
赤
岳
鉱
泉
宿
泊
希
望

者
は
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
遭
難
救
助
費
用
が
賄
わ
れ
る
傷
害
保
険
、

共
済
な
ど
に
各
自
で
必
ず
加
入
の
こ
と
。

◆
伊
吹
山
ス
キ
ー
登
山

９５
同
期
会

日
時
　
二
月

一
日
～
二
日

申
込

ｏ
問
合
せ
　
一
月
二
十
日
ま
で
に

福
岡
孝
昭
ま
で

（〒

一
六
六
　
杉

並
区
和
田

一
―
二
五
―

一
二

鴨
・

Ⅲ
Ｏ
三
―
五
三
四
〇
―
八
五
四
四

二
十

一
時
以
降
）
高
橋
禎
子

（肌

〇
五
八
―
二
三

一
―
〇
二
九
二
）

◆
第
十
回
後
藤
三
男
油
絵
展

日
時
　
一
月
十
七
日
～
二
十
二
日

場
所
　
東
急
日
本
橋
店
六
階

・
ア
ー
ト
ギ

ャ

ラ

リ

ー

鴨

ｏ
Ｏ
三
―
三
二
七
三
―
三

一
一
一
（代
）

◆
第
四
回
重
複
本
の
会
員
頒
布

前
年
に
引
続
き
、
図
書
室
内
の
重
複
本

の

一
部
を
希
望
者
に
頒
布
し
ま
す
。

書
籍
は
図
書
ラ
ベ
ル
、
蔵
書
印
、
廃
棄

印
及
び
受
入
印

（ペ
ン
記
入
）
つ
き
で
、

本
に
よ
っ
て
は
多
少
の
汚
れ

・
傷
み
が
あ

り
ま
す
。
希
望
者
は
、
九
年

一
月
二
十
日

（必
着
）
ま
で
に
希
望
書
名
と
返
信
用
住

所
を
明
記
の
上
、
必
ず

『往
復
ハ
ガ
キ
』

で
図
書
管
理
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
混
乱
を
さ
け
る
た
め
、
希
望
図

書
は
ひ
と
り
二
冊
ま
で
と
し
ま
す
が
、
ハ

ガ
キ
は

一
枚
で
結
構
で
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
、
当
委
員
会
で
抽

選
の
上
、
結
果
を
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
な
お
、
書
籍
発
送
は

一
月
二

十
四
日
頃
、
送
料
は
各
自
負
担
で
す
。

（図
書
管
理
委
員
会
　
水
野
　
勉
）

味の技、心でつくる

むさし坊

むさし坊 日1陥卜店
a憂菫ツインタワービル9F)

‐千代田区右刺 11-5-2卸 3-3504-1905

むさし坊 」凱r店

(有楽町線麹町駅際)
千代田区麹町4-2-6803-3230-2313

むさし坊 神田西日店
(神田西口通り商店街)

千代田区内神田2-9-91日 03-3252-5015

友膳ゆうせん
(半蔵門線半蔵門駅3イ助

千代田区平河町1-3-12●03-3288-5891

番町店 (日本TV通り五番町交差点角)
千代田区六番町4803-3234-3357
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